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            令和７年第１回川場村議会定例会会議録第１号             

 

令和７年３月５日（水曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第１号 

   令和６年３月５日（水曜日）午前９時００分開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（６番・７番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 一般質問 

日程第 ５ 議案第 １号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第 ６ 議案第 ２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例について 

日程第 ７ 議案第 ３号 川場村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第 ８ 議案第 ４号 川場村職員の寒冷地手当に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第 ５号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例について 

日程第１０ 議案第 ６号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

日程第１１ 議案第 ７号 川場村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１２ 議案第 ８号 刑法等一部改正法等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 

日程第１３ 議案第 ９号 川場村子育て支援金支給条例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第１０号 川場村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について 

日程第１５ 議案第１１号 川場村放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第１６ 議案第１２号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について 

日程第１７ 議案第１３号 川場村青少年問題協議会条例の一部を改正する条例について 

日程第１８ 議案第１４号 川場村奨学資金貸付条例の一部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第１５号 川場村給食センターの設置及び運営に関する条例を廃止する条例につい

て 

日程第２０ 議案第１６号 川場村立川場中学校運動場夜間照明の設置及び管理に関する条例を廃止
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する条例について 

日程第２１ 議案第１７号 川場村観光レクリエーション施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について 

日程第２２ 議案第１８号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する使用料条例の一部を改正

する条例について 

日程第２３ 議案第１９号 川場村スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について 

日程第２４ 議案第２０号 令和６年度川場村一般会計補正予算（第５号）について 

日程第２５ 議案第２１号 令和６年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て 

日程第２６ 議案第２２号 令和６年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第２７ 議案第２３号 令和６年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 

日程第２８ 議案第２４号 令和６年度川場村簡易水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第２９ 議案第２５号 令和６年度川場村下水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第３０ 議案第２６号 令和７年度川場村一般会計予算について 

日程第３１ 議案第２７号 令和７年度川場村国民健康保険事業特別会計予算について 

日程第３２ 議案第２８号 令和７年度川場村介護保険事業特別会計予算について 

日程第３３ 議案第２９号 令和７年度川場村後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第３４ 議案第３０号 令和７年度川場村簡易水道事業会計予算について 

日程第３５ 議案第３１号 令和７年度川場村下水道事業会計予算について 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１０人） 

         １番  桒 原 達 也 君        ２番  千木良 澄 夫 君 

         ３番  宮 内 好 美 君        ４番  細 谷 市 衛 君 

         ５番  角 田 文 雄 君        ６番  丸 山 敏 雄 君 

         ７番  津久井 俊 雄 君        ８番  星 野 孝 之 君 

         ９番  黒 田 まり子 君       １０番  小 菅 秋 雄 君 

欠席議員（なし） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

    村     長  外 山 京太郎 君   副  村  長  角 田 圭 一 君 

    教  育  長  宮 内 伸 明 君   総 務 課 長  戸 部 正 紀 君 

    住 民 課 長  安 藤 秀 昭 君   健康福祉課長  小 林   巧 君 

    むらづくり振興課長  小 菅 喜 仁 君   田園整備課長  横 坂   徹 君 

    教育委員会事務局長  布 施 伸一郎 君   会 計 管 理 者  春 原 久 代 君 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  今 井   忠     書     記  田 中 玲 子 
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◎議長挨拶 

○事務局長（今井 忠君） ただいまから、令和７年第１回川場村議会定例会が開かれます。 

 開会に当たりまして、議長から挨拶があります。 

○議長（小菅秋雄君） 定例会開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日ここに令和７年第１回川場村議会定例会が招集されましたところ、議員各位には公私極めてご

多忙のところご参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 さて、今期定例会は、一般会計及び各特別会計並びに公営企業会計の新年度予算をはじめ、重要な

案件を審議する議会であります。議会といたしましては、提出される全ての案件に対しまして十分に

審議を尽くし、村民の要望を村の諸施策に反映すべく努力したいと存じます。 

 議員各位には適切な議会運営に努められますとともに、執行部のご協力をお願い申し上げまして、

開会に当たりましてのご挨拶といたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎村長挨拶 

○事務局長（今井 忠君） 続きまして、村長から議会招集の挨拶があります。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 皆さん、おはようございます。 

 開会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日、令和７年第１回川場村議会定例会を招集いたしましたところ、小菅議長はじめ議員各位のご

出席をいただきまして、ここに開催できますことを心から御礼を申し上げます。 

 先月８日から９日にかけて降りました雪は、役場周辺でおよそ５０センチを超える積雪になりまし

た。その後も断続的に降雪が続きまして、本村にとりましても久しぶりの大雪となりました。幸い積

雪による大きな被害等はございませんでしたが、交通の麻痺や除雪が追いつかないなど、村内でも混

乱が生じました。 

 そのような中におきまして、除雪に関わる事業者各位のご尽力やボランティアの皆様のご協力、あ

るいはいち早く排雪作業に取り組んでいただきました沼田土木事務所等、関係各位に心より感謝を申

し上げる次第であります。 

 また、隣近所、独り暮らし老人の玄関前、自宅前の歩道など、特にこのような除雪作業におきまし

ては、お互いに協力し合う共助というものがとても重要であり、川場村では必要なときにそういった

力が発揮されている村であることを改めて実感をしております。 

 また、去る２月１７日に議員各位にもご出席をいただき、川場村第５次総合計画審議会が開催をさ

れまして、ご意見やご質問を多数いただき、幾つかの修正を加えることを前提に採決をいただきまし

た。 

 今回の総合計画策定作業に当たりましては、今後の川場村を担っていくであろう若手、中堅の３０
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名の村民の皆様と、役場からも３８名の職員が参加をし、５つの専門部会に分かれて、延べ２６回の

会議を重ねてまいりました。それぞれにご多忙の中、仕事終わりに会議に出席をしていただき、現状

の課題やそれらを踏まえた村の将来像など、活発な議論を重ね、計画にまとめていただきました。ふ

だんあまりお話をする機会が少ない皆さんがそれぞれに川場村を思い将来に期待を抱いていることを

改めて知ることができ、貴重な機会となりました。 

 策定に携わってくださった村民の皆様、そして座長として全体意見をまとめていただきました東京

農業大学名誉教授の宮林先生には、衷心より感謝を申し上げる次第であります。 

 加えて、中学校１年生から３年生までの１９名の生徒の皆さんが、未来の川場村に対する思いや考

えをテーマに作文を寄せてくださいました。川場村の現状を的確に捉え将来の夢や提案が記載された

作文は、どれも村の総合計画につながるものと考え、１９名全員の作文を掲載させていただくことと

いたしました。 

 さて、本定例会での提案案件は、この川場村第５次総合計画をはじめ、条例の制定１件、条例の一

部改正１６件、条例の廃止２件、一般会計及び特別会計の補正予算案６件、一般会計及び特別会計等

の当初予算案６件、村道路線の認定１件、指定管理者の指定４件、その他５件の合わせて４１件であ

ります。 

 いずれの案件も慎重審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げまして、本定

例会招集の挨拶とさせていただきます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎開会・開議 

   午前９時０７分開会・開議 

○議長（小菅秋雄君） ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから令和７年第１回川場村議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において６番丸山議員、７番津久井議

員を指名いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月１３日までの９日間にしたいと思います。これにご異議ありませ
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んか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から３月１３日までの９日間に決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（小菅秋雄君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 去る２月１４日、群馬県町村議会議長会の定期総会が、群馬県市町村会館において開催されました。

定期総会では、全国町村議会議長会の町村議会表彰、自治功労者表彰並びに群馬県町村議会議長会表

彰が行われ、川場村議会が全国町村議会表彰を受賞いたしました。そのほかの賞を受けられた方々は

お手元にお配りしてございますので、ご覧ください。 

 なお、議事では、令和７年度の事業計画及び一般会計予算等の議案が提出され、全て原案のとおり

決定されました。 

 去る１月３０日付で、川場村監査委員から議長宛てに定期監査結果報告、２月２６日付で、行政監

査の結果報告の提出がありました。報告書の写しはお手元に配付したとおりですので、ご承知願いま

す。 

 １月１５日から１６日に行われた総務文教常任委員会の行政視察について、各委員から議長宛てに

派遣成果報告書が提出されましたので、その写しをお手元に配付しましたので、ご覧ください。 

 これで諸般の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 一般質問 

○議長（小菅秋雄君） 日程第４、一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、発言を許します。 

 ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ２番千木良澄夫です。 

 通告により質問をさせていただきます。 

 川場村歴史民俗資料館の管理運営についてお伺いいたします。 

 川場村公式ホームページの川場村観光ガイドを閲覧すると、このように書かれています。旧川場尋

常高等小学校の校舎を移築して造られた民俗資料館は国の指定登録有形文化財になっています。川場

村の古代から近代までの貴重な文化財や民俗資料を、多数収蔵・展示しています。また、建物天井部

分は世界遺産富岡製糸場と同じ「トラス工法」の設計ですと記載され、歴史や史跡ファンなら訪れて

みたい紹介文となっています。しかしながら、隠れキリシタンや薄命の歌人江口きちの資料などの展



－7－ 

示品の紹介はなく、残念であります。 

 令和５年度決算では、入館者が全体で２，２４１人、有料の入館者が９０２人、世田谷区の移動教

室で９９４人、減免が３４５人となっています。使用料収入は１７万３，３６０円です。資料館費と

して４２１万９１円の支出がありました。すばらしい歴史民俗の紹介施設であり、企画立案に力を入

れ、もう少し利活用を考えて村の歴史を体系的に紹介するなど、村のＰＲにもなり、利用者の増加に

貢献できるものと考えられます。客層は違いますが、例えば年間３００万人以上が訪れる田園プラザ

のお客さんの１％が訪れていただければ、相当の集客数につながると思います。 

 そこで、①今までどのような企画特別展を開催してきたのか。 

 ②今後、村の眠っている宝物の発掘を考え、特別展の企画などどのように行っていくのか。 

 ③特別展に限らず、来館者を増やすための取組について。 

 以上３点について村長にお伺いいたします。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 千木良澄夫議員の一般質問にお答えをいたします。 

 川場村歴史民俗資料館について、今までどのような企画展を開催してきたのかについてですが、平

成５年度から平成２９年度までの間、毎年特別展を開催してまいりました。平成３０年度も開催を予

定しておりましたが、準備を進めている中で、会場において出火事故が発生し、やむを得ず中止とな

りました。それ以降は、コロナ禍の影響や専属の館長を配置しなくなったことなどから、開催はして

おりません。 

 開催の総回数は２５回となり、内容としては、各家の所蔵品をテーマとした秘蔵展が計８回、江口

きちの生誕記念に関連したものが２回となっております。その他といたしましては、川場の画人、隠

れキリシタン、古墳群、十二様、真田氏と川場などのテーマを設定して開催をしてまいりました。 

 次に、今後、村の眠っている宝物の発掘を考え、特別展の企画などどのように行っていくかについ

てですが、特別展をどのように開催していくかについては、川場村歴史民俗資料館運営審議会におい

て協議をしていただいているところであります。まだ重要文化財等に指定されていない文化財等を発

掘したり保護したりするためにも、また、現在、歴史民俗資料館に収蔵されているものの展示されて

いない資料等の整理・保管を進めていくためにも、特別展を開催していく必要があるのではないかと

いう意見がある一方、開催するためには多くの時間と労力がかかることから、慎重にテーマを設定し

た上で、調査、発掘、収集などの準備を行い、数年に一度くらいのペースで開催するのが望ましいの

ではないかという意見も出されているところであります。 

 なお、昨年の運営審議会において、本年３月末をもって川場小学校と川場中学校が閉校となること

から、これまでの本村の教育を総括しておく必要があるという意見が出され、協議の結果、令和７年

１０月頃を目途に、川場村の教育の歩みをテーマとした特別展を開催する運びとなり、現在、準備を
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進めているところであります。 

 次に、特別展に限らず、来館者を増やすための取組についてですが、昨年度の入館者数については、

議員ご指摘のとおり２，２４１人でありました。そのうち９９４人は世田谷区の小学校移動教室の児

童で、一般は１，２４７人でありました。 

 手元にある資料によれば、平成１０年度から令和５年度までの世田谷区の児童を除いた一般の入館

者数の年度ごとの平均は１，８８２人であり、特別展の中止とコロナ禍によって入館者数が落ち込ん

だ時期もありましたが、少しずつ回復傾向にあるのではないかと考えております。 

 なお、現在、収蔵品の台帳整理を進めておりまして、およそ半分ほどが終了しております。台帳整

理が完了した際には、これまで展示できなかったものについて、できるだけ多くの方々に見ていただ

けるよう、展示物の入替えをしたり特別展を開催したりするなど、運営審議会で検討していただけた

らと考えております。 

 議員各位におかれましては、今後の歴史民俗資料館の運営にご理解とご協力を賜りますとともに、

令和７年度予定しております特別展の開催に向けましても格別なるご理解をお願い申し上げまして、

千木良澄夫議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ご答弁ありがとうございました。 

 特別展を川場村の教育の歩みというテーマで１０月に開催予定ということでございます。 

 条例なりをちょっと見ますと、運営審議会の委員さんの業務、これにつきましては「館長の諮問に

応じ、資料館の事業の企画及びその実施について調査し、審議する」という記載がございます。資料

館は教育委員会が管理を行っておるわけですから、教育委員会主導で特別展なりを企画運営し、運営

審議会の委員さんについては、その実施の可否についての審議を行うべきと、これが本来の姿ではな

いかなと思います。 

 歴史民俗資料館は、村の歴史や文化を保存、継承するための重要な役割を果たす施設でありますの

で、地域住民や歴史民俗の専門家、または観光関係者等で構成される資料館の運営委員会を設置し、

よりよい企画展や常設展を計画していくのが重要であろうかと思いますが、どのように考えているの

か、教育長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 教育長。 

              〔教育長 宮内伸明君発言〕 

○教育長（宮内伸明君） ご質問にお答え申し上げます。 

 先ほど運営審議会についてお話がありましたが、現在、運営審議会の委員についても大分高齢化が

進んでおりまして、ご高齢になっている方が多くございまして、辞めたいというような方もいらっし

ゃいます。 
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 そこで、現在の課題は、どういう方々にまず運営審議会の委員になっていただくかという、運営審

議会委員の方の発掘といいましょうか、どういう方にお願いするのが一番いいのかというところが、

今一番課題となって検討しているところでございます。 

 特別展につきましては、先ほどの村長のお話もありましたように、手元に平成１０年度から平成２

９年度までの２０年間の資料、数値しかないわけですが、世田谷区の子供たちを除いたいわゆる一般

の方々を除くと、平成１０年度から平成２９年度まで２０回特別展を開催した中で、平均の入館者が

２，０５３人でございました。その後、平成３０年から令和５年度までの平均が１，３１１人という

ことで、特別展によって入館者が多かったり少なかったりありますので、先ほど村長からありました

ように、ここはやっぱり慎重にテーマを決めて、毎年毎年開催というよりも、何年かに一度、もちろ

ん教育委員会と運営審議会が相談をしながら、テーマを絞って、できればそれを常設にしていく、特

別展で展示したものを常設にしていくような方向で、できるだけ翌年、翌々年も見ていただけるよう

にしていきたいと、そのように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。 

 やはり組織でしっかり、教育委員会が主導でやっていければいいでしょうけれども、外部の組織等

でやっぱりしっかりした形で運営していくのがよろしいのかなと思います。 

 １階の廊下の部分を見ますと、展示品が所狭しと並んでおります。下のほうは結構きれいに整理さ

れているんですけれども、上の廊下のところは単なる物の展示のように受け取れます。来たお客さん

がやっぱり一番先に目につく場所ですので、テーマを持った、例えば物語を伝えるような展示方法を

目指していくべきだと考えておりますが、この点についてはどう思われますか。 

○議長（小菅秋雄君） 教育長。 

              〔教育長 宮内伸明君発言〕 

○教育長（宮内伸明君） 先ほどの村長の答弁にもありましたように、現在、収蔵品を全部整理して

おりまして、コンピューターにどういうものがあるかというのを一覧表に作成しておるところでござ

いまして、およそ半分ほど入力が終わりました。この残り半分が終わり次第、ご指摘のとおり、廊下

のところにある部分について、必要なものだけ、重要なものだけを残して、残りは下の倉庫のほうに

移すとか、その辺のことについては、今後、ぜひ取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。 
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 常設展も進化させて、そして定期的ではあっても、数年に一度でも企画展を行うということで、リ

ピーターを増やす努力、また川場ファンを増やす努力を一層していただきますことをお願い申し上げ

まして、質問を終わらせていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） 次に、７番津久井議員。 

              〔７番 津久井俊雄君発言〕 

○７番（津久井俊雄君） ７番津久井俊雄です。 

 質問の機会をいただきありがとうございます。 

 今年も春の卒業・就職シーズンを迎え、村外や首都圏への転出により、地方の人口減少がささやか

れる時期になりました。戦後出生率の高かった１９４９年生まれ、ベビーブームの人たちは７５歳、

後期高齢者入りし、先人からのなりわいを頑張っていますが、急激な人口、農業人口の減少を危惧し、

国は１０年先の農業を見据え、農業基本法の大幅な改正を行い、持続可能な農業の振興を図ろうとし

ております。 

 ２０２４年５月、農業基本法が改正され、食料・農業・農村基本計画が５年ごとに策定されます。

これに伴い、市町村ごとに令和７年３月までに地域計画をつくらねばという記事が、上毛新聞のトッ

プ欄に大きく掲載されました。村では、農地使用現況図の作成会議が２度ありました。農業関係機関、

団体の協議が行われ、計画概要がまとまりつつある時期と思いますので、その進捗状況についてまず

お伺いします。 

 次に、人口減少、担い手不足、団塊世代の高齢化等、農業環境は大きな転換期を迎えています。ま

た、特産のコンニャク農家の作付で、遊休農地やサラリーマンの所有農地の利活用は進められてきま

したが、コンニャク価格の低迷と収穫物の労力不足で、耕作放棄地が増加していくものと推測いたし

ます。厳しい担い手不足で、いかに自立経営農家を支え、農業後継者を確保し、農業振興を図るのか

をお聞きしたいと思います。 

 最後に、定年延長による６５歳は、後継ぎの就農が５年延びてしまった。作り切れない高齢農家の

農地の使用貸借が進められるだろうかという疑問がございます。一方、令和６年１２月における群馬

県内の外国人住民は８万１，４００人余り、労働者数６万７，０００人余、技能研修生が１万１，８

８２人おります。我が村でも、冬季のスキー場雇用、リンゴ作業、田仕事、コンニャク作業、野菜の

収穫等に、この空き家が増えている家を活用して、外国人技能研修生の受入れが進められればいいな

と思いますが、ドル高円安の状態の中でありますけれども、村長のお考えをお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 津久井俊雄議員の一般質問にお答えを申し上げます。 
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 ご質問の農業基本法の改正に伴う農業振興計画の進捗状況についてお答えをさせていただきます。 

 本村においても、高齢化や人口減少の本格化により、農業者の減少や耕作放棄地が拡大しつつあり

ます。今後、農地が適切に利用されなくなることが心配されております。このような地域の課題を解

決するため、農業経営基盤強化促進法が改正され、市町村において令和７年３月末までに、人・農地

プランに代わる地域計画を策定することが義務づけられました。 

 地域計画は、農業者や地域の皆さんの話合いにより策定される将来の農地利用の姿を明確化した設

計図で、おおむね１０年後を見据え、誰がどのように農地を使って農業を進めていくのかを、地域の

話合いに基づきまとめる計画であります。現況地図を見ながら話合いを進め、担い手や１０年後に目

指すべき農地利用の方針を反映した目標地図を作成いたします。 

 地域計画には、次のようなメリットがあります。まず、１０年後の農地利用の姿を明確にし、農業

の効率化や総合的な利用に関する目標を定めることができます。また、農業をしていく人が耕作しや

すい環境に変えていくことができますし、国の補助や支援を受けやすくなり、個々の課題を地域ぐる

みで解決できることや、担い手が各補助事業に取り組むことなどが容易となります。 

 本村でも２回開催をいたしました作成会議も無事終了し、目標地図をまとめている最中であり、提

出できるよう作成のさなかであります。 

 続いて、後継者問題につきまして、地域計画での説明でも申し上げましたが、まずは担い手農家へ

農地の集積、集約を図ることが実効性のあるものと考えております。また、村内外から新規就農者を

募ることも検討していきたいと思います。このことは、企業における定年退職が６５歳に延び、専業

農家として就農が遅れる場合や、兼業農家としての営農が難しい場合にも、耕作意欲のある農家の方

に農地を借り受けていただくことに対処していけるものと考えております。退職までのつなぎで田畑

を貸したいということであれば、それまでの期間を農地中間管理機構を活用して担い手に借りていた

だきたいと思います。 

 農業分野における特定技能外国人の受入れは、農林水産省所管で実施をされております。これは、

深刻化する人手不足に対応するため、生産性向上や国内人材の確保のための取組を行っても、なお人

材を確保することが困難な状況にある場合において、一定の専門性・技能を有し即戦力となる外国人

材を受け入れる制度であります。既に受け入れている農家さんもいらっしゃると思いますが、現状を

踏まえて対応を検討していくことが必要であろうかと思います。 

 村といたしましては、耕作者の減少、耕作放棄地の発生の懸念が払拭できますよう、担い手農家を

しっかり確保していきたいと思います。今後も農家の皆様のご意見やご協力をいただき、地域ででき

ることは地域で実践していただき、村を挙げて農業振興に取り組んでまいりたいと存じます。 

 議員各位におかれましては、本村の基盤産業であります農業振興に格別なるご理解とご協力をお願

い申し上げまして、津久井俊雄議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小菅秋雄君） ７番津久井議員。 
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              〔７番 津久井俊雄君発言〕 

○７番（津久井俊雄君） 丁寧なご答弁ありがとうございました。 

 厳しい財政事情の中ではありますが、令和７年度の予算書を見ますと、農業振興費の補助事業の積

極的な計上が欲しいというふうに思いました。引き続き、補正等もございますし、村長のご意見を反

映できるように、予算の計上を期待し、質問を終わります。 

○議長（小菅秋雄君） 以上で、７番津久井議員の質問は終わりました。 

 次に、５番角田議員。 

              〔５番 角田文雄君発言〕 

○５番（角田文雄君） おはようございます。 

 議長より発言の許しを得ましたので、これから川場中学校廃校に伴う周辺の跡地利用についての質

問をさせていただきます。 

 川場中学校の開校から４５年が経過し、その間、川場村においても少子化の影響等により、令和６

年６月現在の生徒数は８５人でありましたが、教育委員会が策定した資料によりますと、令和１５年

度以降につきましては５０人を下回るとされております。そういった状況の中で、小中一貫教育を実

施する義務教育学校が、令和７年４月に川場学園として新たに開校されます。群馬県内では５番目に

なろうかと思います。 

 川場村では、子供は川場の宝として、教育及び子育てに熱心に取り組んでいると感じております。

そこで、私は２点ほど質問したいと思います。 

 まず１点目ですが、中学校跡地周辺の土地及び施設の利用についてです。校舎、体育館、校庭等の

面積、その中で借地がありますが、その地権者に跡地利用等の説明会をしたと思います。その開催時

期と地権者からどのような要望があったのか、答弁をお願いいたします。 

 ２点目、今後の方針について伺います。中学校の施設は、村の貴重な財産であり、村民の多くが学

び、育ち、そして交流の場として大きな役割を果たしてきましたが、中学校の廃校が決まり、その後

で跡地利用についての基本構想や計画策定などの協議が数多く検討されると思います。多くの村民が

学んだこの校舎等の跡地について、既存する学校施設の活用も含め、今後の村の実施計画をご答弁願

います。 

 そして、川場村第５次総合計画における防災対策や安全な施設管理と災害時の指定避難場所等跡地

利用の安全性を図る上で大変重要なことでございますので、村としてこの跡地周辺の防災対策をどの

ように考えているか、ご答弁をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 角田文雄議員の一般質問にお答えをいたします。 
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 最初のご質問の跡地利用についてでございますが、現在、川場中学校がある敷地につきましては、

総面積は３万８，７１４平米でございまして、そのうち２万６，１６５平米が村有地であります。地

権者の皆様からお借りをしている土地が１万２，５４９平米であります。借地につきましては、７名

の地権者よりお借りをしているところであります。 

 村有地としての取得状況につきましては、中学校建設が決まって以降、昭和５３年、５４年に取得

を始め、それ以後も地権者との売買の合意がなされた土地について、随時買収をさせていただいてお

ります。直近では、令和２年に取得をさせていただいた土地がございます。 

 中学校建設当時から村が取得した土地と借地の部分があり、敷地の分合筆がされておりませんので、

建物や校庭の配置と敷地である土地の形状は一致をしていないのが現状であります。 

 地権者等への説明等現在の状況でございますが、中学校廃校後も公共施設として利活用する計画が

ございますことから、この機会に改めて個別にご相談をさせてもらっているところでございます。そ

のため、令和７年度当初予算に用地取得費を計上させていただいておりまして、ご理解をいただきま

した地権者から順次契約をさせていただきたいと考えているところでございます。 

 続いて、ご質問の今後の方針でございますが、まず中学校跡地利活用の基本構想ですが、令和５年

度に跡地の利活用について議論するため村の有志によってつくられた川場村未来構想会議という組織

と、基本構想作成のための支援を業務として村と委託契約を締結した一般社団法人「残すに値する未

来」とが会議や視察等を重ねてまいりまして、学び合える場所、戻ってこられる場所、未来を創る場

所、外から人がやってくる場所の４つのテーマを中心とした基本構想を策定いたしました。 

 令和６年度には、川場村未来構想会議から派生したコアメンバーによるグループ「シン・カワバ」

及び「残すに値する未来」が中心となり、基本構想からさらに具体化、深度化を図るための基本計画

の策定に取り組みまして、現在ほぼ固まった内容でパブリックコメントを募集しているところでござ

います。 

 内容的には、テーマごとにエリア分けした中で、コワーキングスペースやブックカフェ、移住セン

ター、フードラボ等の施設活用が盛り込まれておりまして、基本構想で掲げた４つのテーマの具現化

のための計画内容となっております。同時に、別のアプローチからの活用として、産学との協働によ

るキノコ栽培施設や、世田谷区の防災備品倉庫としての活用も検討が進んでいるところでございます。 

 川場村第５次総合計画との関連でございますが、川場村未来構想会議に参加をされている村民の方

で、総合計画の専門部会のメンバーとしても加わっている方もいらっしゃいまして、中学校跡地利活

用と関連した意見等も多数出ていたことは伺っております。村民同士や区民・村民の交流の場として

の活用、産学官連携の拠点としての活用、企業や大学を誘致するための活用など、中学校跡地の利活

用の可能性を踏まえ、計画に盛り込まれております。 

 来る５月２４日には、川場村未来構想会議のメンバーが中心となり「バイバイフェス」と銘打った

イベントの開催を企画しております。中学校校舎としての役割を終えると同時に新たな役割を担って
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いく転換の時を少しでも多くの村民と共有し、今後の活用に生かしていくという趣旨に基づき、開催

内容を現在企画しているところでございます。 

 議員各位におかれましては、ぜひとも開催されるイベントへの参加をお願いするとともに、中学校

跡地の利活用につきましてご意見、ご指導いただくとともに、ご理解とご支援を賜りますようお願い

申し上げまして、角田文雄議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小菅秋雄君） ５番角田議員。 

              〔５番 角田文雄君発言〕 

○５番（角田文雄君） ありがとうございました。 

 川場村は自然環境に大変恵まれて、関係施設も整備されていると思いますが、私としては宿泊業務

や林間学校等の教育施設としても活用できるんじゃないかと思っております。また、高齢者の憩いの

場としても、世田谷区民の移動教室の活用等々ありますので、これからも村教育委員会を中心に、こ

ういった利活用についても推進してもらえればありがたいなと思っています。 

 この管理ですが、川場村が所有している数多くの公共施設、これを自ら管理するのではなく民間事

業者に管理してもらい、住民サービスの向上を図ることも一つの策ではないかと思っております。 

 よろしくお願いします。以上です。 

○議長（小菅秋雄君） 以上で、５番角田議員の質問は終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

            について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第５、議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 国におきましては、人事院勧告を受け、それに基づき特別職の国家公務員の期末手当の改定が実施

されることとなりました。 

 本村におきましても、人事院勧告制度の趣旨に沿って国に準じた改定を行うため、条例の改正を行

うものであります。 

 改正の内容は、第１条では、議会の議員の期末手当の支給割合を年間０．１か月分引き上げるもの

であります。適用は令和６年１２月１日からとし、第２条では、令和７年度からは６月、１２月の支

給割合をそれぞれ１００分の２３０とするものであります。 
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 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例に

ついての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する 

            条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第６、議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２号 特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 国におきましては、人事院勧告を受け、それに基づき特別職の国家公務員の期末手当の改定が実施

されることとなりました。 

 本村におきましても、人事院勧告制度の趣旨に沿って国に準じた改定を行うため、条例の改正を行

うものであります。 

 改正の内容は、第１条では、特別職の職員で常勤の者の期末手当の支給割合を年間０．１か月分引

き上げるものであります。適用は令和６年１２月１日からとし、第２条では、令和７年度からは６月、

１２月の支給割合をそれぞれ１００分の２３０とするものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条

例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 議案第３号 川場村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第７、議案第３号 川場村職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第３号 川場村職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 国におきましては、人事院勧告を受け、それに基づき一般職の国家公務員の月例給及び諸手当の改

定が実施されることとなりました。 

 本村におきましても、人事院勧告制度の趣旨に沿って国に準じた改定を行うため、条例の改正を行

うものであります。 

 改正の内容は、初任給をはじめ若年層に重点を置き、そこから改定率を逓減させる形で行政職給料

表を改正し、俸給月額を４月に遡って引き上げるものであります。また、同時に諸手当の改正も併せ

て行うものであります。また、期末手当・勤勉手当の支給割合を年間０．０５月分引き上げるもので

あります。適用は令和６年１２月１日からとし、令和７年度からは６月、１２月の支給割合を期末手

当１００分の１２５、勤勉手当１００分の１０５とするものであります。その他、刑法等の一部改正

に併せた改正を行うものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番千木良議員。 
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              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） １つお聞きしたいと思いますが、令和６年度の地方公務員給与の改定が行

われたということで、今まで通常ですと１２月にこの改正等は行われていたのかなと思いますが、こ

れが３月になった理由というのはどのようなことなんでしょうか。 

○議長（小菅秋雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 戸部正紀君発言〕 

○総務課長（戸部正紀君） 令和６年度におきましては、国の閣議決定、それから県の改正等、時期

が少し遅れまして、周辺の自治体では臨時議会等に合わせて議会上程させてもらっている町村もある

ようなんですが、川場村におきましては３月議会に合わせて改定を上程させていただいたという経緯

がございます。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第３号 川場村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例についての件を採決

いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 議案第４号 川場村職員の寒冷地手当に関する条例等の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第８、議案第４号 川場村職員の寒冷地手当に関する条例等の一部を改

正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第４号 川場村職員の寒冷地手当に関

する条例等の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 国におきましては、人事院勧告を受け、それに基づき一般職の国家公務員の月例給等の改定に伴い
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諸手当の改正が実施されることとなりました。 

 本村におきましても、人事院勧告制度の趣旨に沿って改定を行うため、条例の改正を行うものであ

ります。 

 改正の内容は、支給地域を改正するとともに、支給額を１１．３％引き上げるものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第４号 川場村職員の寒冷地手当に関する条例等の一部を改正する条例についての件

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第５号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す 

            る条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第９、議案第５号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第５号 川場村会計年度任用職員の給

与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 国におきましては、人事院勧告を受け、それに基づき一般職の国家公務員の月例給等の改定が実施

されることとなりました。 

 本村におきましても、人事院勧告制度の趣旨に沿って国に準じた改定を行うため、給与月額を改定

するとともに、期末手当・勤勉手当の支給割合を年間０．０５月分引き上げるものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 
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○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第５号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 議案第６号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ 

             いて 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１０、議案第６号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第６号 川場村職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 人事院規則の一部改正に準じまして、育児または介護を行う職員の超過勤務の免除範囲の見直しや

介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制度に関する周知の強化等の措置を規定するため、川場

村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正するものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これより議案第６号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

の件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第７号 川場村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１１、議案第７号 川場村職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第７号 川場村職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、育児を行う職員の職業生活と家庭生活と

の両立を一層容易にするため、部分休業制度を拡充するため改正を行うものであります。現行の１日

につき２時間を超えない範囲内の部分休業形態に加えて、１年につき１０日を超えない範囲内の部分

休業形態を選択可能とするものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第７号 川場村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例についての件を

採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 議案第８号 刑法等一部改正法等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 
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○議長（小菅秋雄君） 日程第１２、議案第８号 刑法等一部改正法等の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第８号 刑法等一部改正法等の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例について、提案説明を申し上げます。 

 現行の刑法が制定されて以来初めてとなる刑の種類の変更を伴う法改正が行われ、懲役及び禁錮を

廃止して拘禁刑を創設することとなったため、川場村関係条例の字句の整理をするため提案するもの

であります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第８号 刑法等一部改正法等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例についての件

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第９号 川場村子育て支援金支給条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１３、議案第９号 川場村子育て支援金支給条例の一部を改正する条

例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第９号 川場村子育て支援金支給条例

の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 今回の条例改正につきましては、小学校と中学校が廃止され、令和７年４月１日より義務教育学校

が新設されることから、支援金の支給要件の見直しを行うため、川場村子育て支援金支給条例の一部
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を改正するため提案するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第９号 川場村子育て支援金支給条例の一部を改正する条例についての件を採決いた

します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 議案第１０号 川場村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

              条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１４、議案第１０号 川場村放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１０号 川場村放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げ

ます。 

 今回の条例改正につきましては、小学校と中学校が廃止され、令和７年４月１日より義務教育学校

が新設されることから、放課後児童健全育成事業の文言を小学校から義務教育学校の前期課程に変更

するため、川場村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

るため提案するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１０号 川場村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 議案第１１号 川場村放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例の一部を改正する 

              条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１５、議案第１１号 川場村放課後児童クラブ設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１１号 川場村放課後児童クラブ設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 今回の条例改正につきましては、小学校と中学校が廃止され、令和７年４月１日より義務教育学校

が新設されることから、児童クラブの入所対象者が小学生から義務教育学校の前期課程に就学してい

る児童に変更となるため、川場村放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例の一部を改正するため

提案するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１１号 川場村放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
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についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 議案第１２号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１６、議案第１２号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する

条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１２号 川場村小口資金融資促進条

例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 小口資金を含む県制度融資に係る返済負担軽減の特例措置につきまして、令和７年３月末で廃止と

なる予定でありますが、廃止後も売上げ減少等の要件を満たす場合の借換制度を継続して実施してい

くために改正するものであります。 

 制度趣旨をご理解いただき、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明とい

たします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１２号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例についての件を採決い

たします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は１０時３０分からお願いいたします。 

   午前１０時１５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   午前１０時３０分再開 
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○議長（小菅秋雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１７ 議案第１３号 川場村青少年問題協議会条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１７、議案第１３号 川場村青少年問題協議会条例の一部を改正する

条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１３号 川場村青少年問題協議会条

例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場小学校及び川場中学校が廃校となり、川場学園が開校することに伴い、関係する条文の整理を

行うため、川場村青少年問題協議会条例の一部を改正するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１３号 川場村青少年問題協議会条例の一部を改正する条例についての件を採決い

たします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 議案第１４号 川場村奨学資金貸付条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１８、議案第１４号 川場村奨学資金貸付条例の一部を改正する条例

についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１４号 川場村奨学資金貸付条例の

一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場中学校の廃校に伴い、関係する条文の整理を行うため、川場村奨学資金貸付条例の一部を改正
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するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１４号 川場村奨学資金貸付条例の一部を改正する条例についての件を採決いたし

ます。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 議案第１５号 川場村給食センターの設置及び運営に関する条例を廃止する条例につ 

              いて 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１９、議案第１５号 川場村給食センターの設置及び運営に関する条

例を廃止する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１５号 川場村給食センターの設置

及び運営に関する条例を廃止する条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場村学校給食センターは、共同調理場として川場小学校と川場中学校の２校に給食の提供を行っ

てまいりましたが、川場小学校及び川場中学校が廃校となり、新たに川場学園が開校することに伴い、

川場学園のみに給食の提供を行う単独調理場となり、学校の施設の一つとして校長が管理運営を行う

こととなるため、川場村学校給食センターの設置及び運営に関する条例を廃止するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 
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              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１５号 川場村給食センターの設置及び運営に関する条例を廃止する条例について

の件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２０ 議案第１６号 川場村立川場中学校運動場夜間照明の設置及び管理に関する条例を廃 

              止する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２０、議案第１６号 川場村立川場中学校運動場夜間照明の設置及び

管理に関する条例を廃止する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１６号 川場村立川場中学校運動場

夜間照明の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場中学校の廃校に伴い、川場中学校の屋外運動場を川場村の社会体育施設に管理替えをし、照明

設備については屋外運動場の附帯設備として管理運営を行いたいため、川場村立川場中学校運動場夜

間照明の設置及び管理に関する条例を廃止するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１６号 川場村立川場中学校運動場夜間照明の設置及び管理に関する条例を廃止す

る条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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◎日程第２１ 議案第１７号 川場村観光レクリエーション施設の設置及び管理に関する条例の一部 

              を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２１、議案第１７号 川場村観光レクリエーション施設の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１７号 川場村観光レクリエーショ

ン施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場村観光レクリエーション施設におきましては、株式会社田園プラザ川場を公の施設の指定管理

者に指定してきたところでございますが、このたび指定管理の期間終了に伴い、施設管理の見直しを

実施したところ、別表第二（第９条関係）施設の利用料金の一部改正が必要になったことから提案す

るものでございます。 

 何とぞ現状をご理解いただきまして、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案

説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１７号 川場村観光レクリエーション施設の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２２ 議案第１８号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する使用料条例の一部を改 

              正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２２、議案第１８号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する

使用料条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 
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○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１８号 川場村行政財産の用途又は

目的外使用に関する使用料条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場村観光レクリエーション施設におきましては、株式会社田園プラザ川場を公の施設の指定管理

者に指定してきたところでございますが、このたび指定管理の期間終了に伴い、施設管理の見直しを

実施したところ、川場村体験実習館、川場村自然休養村管理センター、かたるべの家（吉右衛門館）

において目的外使用に関する使用料の徴収が必要になったことから提案するものでございます。また、

既に記載されております田園プラザ各施設においても、使用方法についてなど見直しが必要である箇

所があるため、併せて提案するものでございます。 

 何とぞ現状をご理解いただきまして、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案

説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１８号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する使用料条例の一部を改正す

る条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２３ 議案第１９号 川場村スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 

              例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２３、議案第１９号 川場村スポーツ施設の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１９号 川場村スポーツ施設の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場中学校の廃校に伴い、川場中学校の屋内運動場及び武道場並びに屋外運動場を川場村の社会体

育施設に追加し、各施設の使用料について整理を行うため、川場村スポーツ施設の設置及び管理に関
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する条例の一部を改正するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１９号 川場村スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２４ 議案第２０号 令和６年度川場村一般会計補正予算（第５号）について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２４、議案第２０号 令和６年度川場村一般会計補正予算（第５号）

についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２０号 令和６年度川場村一般会計

補正予算（第５号）について、提案説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、既決の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４，０７９万７，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３９億９，２１２万４，０００円とするものであり

ます。 

 歳入は、村税１，６８７万２，０００円、法人事業税交付金７００万円、環境性能割交付金１１０

万円、使用料及び手数料８６万５，０００円、財産収入８４万４，０００円、寄附金５，５５３万２，

０００円、諸収入２３万１，０００円を追加し、国庫支出金１，７３７万１，０００円、県支出金６

８７万９，０００円、繰入金８，１９１万５，０００円、村債１，７４０万円を減額計上いたしまし

た。 

 次に、歳出ですが、歳出全般において、職員給料及び職員手当などについて、人事院勧告に伴う給

与改定等の実施を反映させております。また、事業費の確定に伴う減額も行っております。 
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 主なものとしては、第２款総務費は１，５２６万２，０００円を増額計上いたしました。財産管理

費の基金積立金４，８２０万円を追加、施設管理委託料１，１５５万６，０００円の減額などであり

ます。 

 第３款民生費は７９９万６，０００円を減額計上いたしました。国民健康保険事業特別会計繰出金

は８８万６，０００円、後期高齢者医療特別会計及び介護保険事業特別会計繰出金は３０５万３，０

００円の減額であります。児童福祉費の子どものための教育・保育給付費負担金は１，１８０万円の

増額です。 

 第４款衛生費は１，２１３万１，０００円を減額計上いたしました。予防接種委託料で４１３万８，

０００円が減額をされております。 

 第６款農林水産業費は８０６万６，０００円を減額計上いたしました。 

 第７款商工費は１８２万５，０００円を増額計上いたしました。観光費で体育館改修工事に伴う給

水管更新工事１４２万円を増額いたしました。 

 第８款土木費は８５８万円を増額計上いたしました。除雪作業委託料５００万円、下水道事業会計

繰出金６５３万８，０００円の追加であります。 

 第９款消防費は６７万５，０００円を増額計上いたしました。広域消防負担金の増額などでありま

す。 

 第１０款教育費は１，９７２万円を減額計上いたしました。小中一貫校建設関係では工事請負費８

５０万円、施設備品購入費で７１１万７，０００円の減額、維持補修工事で６８０万３，０００円の

増額です。また、海外派遣交流事業補助金・イングリッシュキャンプセミナー補助金で５３１万３，

０００円を減額いたしました。 

 以上、概要を説明申し上げましたが、詳細につきましては、担当課長より説明を申し上げます。よ

ろしくご審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案説明といたし

ます。 

○議長（小菅秋雄君） ここで担当課長の細部説明を求めます。総務課長。 

              〔総務課長 戸部正紀君発言〕 

○総務課長（戸部正紀君） それでは、令和６年度川場村一般会計補正予算（第５号）の細部説明を

いたします。 

 令和６年度川場村一般会計補正予算（第５号）では、歳入歳出それぞれ４，０７９万７，０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３９億９，２１２万４，０００円とするものでご

ざいます。 

 地方債の変更につきましては、第２表地方債補正によります。 

 ６ページをご覧ください。 

 第２表としまして、地方債補正になっております。 
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 １つ目の起債の目的ですが、緊急自然災害防止対策事業債、これは県単の治山事業の負担金に充て

る起債でございます。補正前の限度額が３００万円、補正後の限度額を１００万円プラスしまして４

００万円としております。 

 ２つ目の起債の目的ですが、学校教育施設等整備事業債、こちらは小中一貫校の建設工事に係るも

のでございます。補正前の限度額が３億７，６６０万円、補正後の限度額が１，８４０万円を減額し

まして３億５，８２０万円としております。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法等につきましては、ご覧のとおりとなっております。 

 ７ページをご覧ください。 

 歳入歳出予算事項別明細書になります。 

 最初に、歳入になります。 

 補正前の合計額が４０億３，２９２万１，０００円に対しまして、補正額ですが、各款の補正額は

ご覧のとおりでありまして、補正額の合計がマイナス４，０７９万７，０００円となり、歳入の合計

を３９億９，２１２万４，０００円とするものでございます。 

 ８ページをご覧ください。 

 歳出になります。 

 補正前の合計額が４０億３，２９２万１，０００円に対しまして、各款の補正額はご覧のとおりで

ございます。補正額合計はマイナス４，０７９万７，０００円となりまして、補正後の合計額を３９

億９，２１２万４，０００円とするものでございます。 

 補正予算額の財源の内訳でございますが、国県支出金２，４２５万円、地方債１，７４０万円を減

額計上いたしました。その他でございますが１，５０６万２，０００円、こちらはふるさと納税の基

金等を上積み計上したものでございます。一般財源につきましては１，４２０万９，０００円を減額

といたしました。 

 ９ページをご覧ください。 

 歳入の詳細説明になります。 

 なお、補正予算（第５号）では、事業実施に伴いまして確定した予算額の調整等を行っております。 

 歳入の１款１項１目個人、村民税の個人になりますが、補正額１，０３３万円増額になりまして、

こちらは当初の見込んでいる額よりも実際の実績で税収入が多かったため、計上させていただいてお

ります。 

 次に、１０ページをご覧ください。 

 １款４項１目村たばこ税ですが、こちらは立岩地内にセブンイレブンができまして、そちらでたば

この販売を行っていることから、たばこ税の税収が大幅にアップしたということで、６８３万４，０

００円をプラスで計上させていただいております。 

 続いて、１６ページをご覧ください。 
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 １７款１項２目総務費寄附金のふるさと寄附金になります。ふるさと寄附金、これは個人の寄附金

等ふるさと納税で、最終的に１億６，８００万円で、補正の増額として４，８００万円を計上させて

もらっております。企業版ふるさと寄附金については、最終で９，９３０万円、５８０万円を増額で

計上させていただいております。 

 １８款１項では、基金の繰入れを最終調整で行っております。 

 １７ページをご覧ください。 

 １８款２項２目下水道事業会計繰入金ということで、令和６年度、全員協議会でお話ししたように

事業未実施のために下水道事業会計から一般会計に戻し入れる分の繰入金をここで計上させていただ

いております。 

 １８ページをご覧ください。 

 村債になります。２１款１項３目農林水産業債で、緊急自然災害防止対策事業債１００万円。それ

から、７目教育債で学校教育施設等整備事業債、こちらがマイナスの１，８４０万円の計上としてお

ります。 

 １９ページをご覧ください。 

 歳出の詳細説明になります。 

 なお、確定した予算額の調整を行ったものが多くありまして、更正減となっているものがほとんど

でございます。また、各項で給料、手当等の補正がありますが、人事院勧告による増額等の修正があ

りまして、今年度の国の改正が遅れたために、３月議会での上程とさせていただきました。全体の人

件費の増額としますと８３８万８，０００円の増額となっております。 

 では、２２ページをご覧ください。 

 ２款１項３目財産管理費１２節委託料になります。標準準拠システム移行対応業務委託料というこ

とで、こちらは歳入の１２ページになるんですが、国の補助事業を行っておりまして、国が進めてい

る標準化に移行するための業務を交付決定額１億１，９９９万５，０００円というところで事業を行

ってきたんですが、事業が終了しまして、精算額としてマイナス１１２万２，０００円ということに

なっております。 

 それから、その下の文書管理サービス導入業務委託料、プラスで７０８万円となっております。実

はこちらにつきまして、事業としてはデジタル田園都市国家構想交付金、２分の１の国庫補助の事業

を行っております。いわゆる文書管理の決裁システム等の電子化を進めているものですが、当初、こ

のシステムの使用料ということで、１３節使用料で１，１２９万２，０００円を年額使用料というこ

とで予算計上させていただいておったんですが、１３節使用料及び賃借料のところで同じ文書管理シ

ステムサービス利用料ということでマイナス７４０万４，０００円、同額でマイナスさせていただい

ております。こちらは本来、当初から別で使用料、委託料それぞれで計上させていただくべきところ

だったんですが、事業を始めてみますと、使用料の部分とシステムを構築する委託料の部分、別の作
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業があるということが判明いたしまして、本来もう少し早く対応して組み替えをすべきところ、執行

部のほうで怠ってしまいまして、この時期にこの委託料について組み替えて計上させていただくとい

う状況になってしまいました。こちらにつきましては、執行部のほうの業務を怠った部分がございま

すので、おわび申し上げて、ここで改めて組替えの予算を計上させていただきます。よろしくお願い

します。 

 続きまして、同じ２２ページなんですが、施設管理委託料で庁舎等空調保守点検業務委託料、それ

から雨水ろ過設備保守点検委託料とマイナスがございますが、こちらは当初、庁舎等の施設管理保守

で計上させていただいておったんですが、業者のほうで１年間の保証期間を見るということで減額を

させていただいております。 

 ２３ページをお願いします。 

 １８節負担金補助及び交付金でございます。中間サーバー・プラットフォーム運用負担金というこ

とで２６１万９，０００円を計上させていただいております。こちらは自治体間で特定の個人情報を

照会させていただくときに、文書等のやり取りではなくシステムを使って、例えば所得証明等を手配

できるように、お客様が窓口を行ったり来たりではなくて、システムの窓口で照会ができるように、

お互いに自治体間同士でやり取りをするという中間サーバーのプラットフォームというのをつくって

おりまして、それの運用負担金ということで計上しておりまして、これは国の１０分の１０の補助と

なります。歳入のほうでは、１３ページの１４款２項１目で社会保障・税番号制度システム整備費補

助金ということで、中間サーバー分ということで計上させていただいております。 

 それから、その下の２４節積立金でございますが、その他基金積立金では、ふるさと納税の見込み

よりも増額した分をほたかの里基金に積み立てるために、４，８００万円計上させていただいており

ます。 

 ２４ページをお願いします。 

 こちらで１０節、ふるさと納税特典経費５００万円、その他委託料や使用料及び賃借料等でふるさ

と納税関連の経費を計上しておりますが、こちらはふるさと納税の最終の増額に伴う経費の発生でご

ざいます。 

 ２６ページをご覧ください。 

 ２款１項１２目生活支援対策事業費でございます。１８節負担金補助及び交付金のところで定額減

税調整給付金マイナス４７３万円というのがございます。こちらは国で進めております物価高騰対応

重点支援地方創生臨時交付金の一環で行っております定額減税の調整給付金でございますが、事業を

執行するに当たりまして、非課税世帯とその子に対しての給付等を実際に行った中での減額となりま

す。こちらも歳入のほうの１２ページ、１４款２項１目の国庫補助金のところで減額を行っておりま

す。 

 続きまして、２８ページをご覧ください。 
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 ２款２項２目賦課徴収費の中の１２節委託料で固定資産税更新業務委託料３８７万２，０００円に

ついてなんですが、こちらは当初、地籍調査による固定資産の更新業務を見込んでおりましたが、調

査の実施経過が本年度なかったということで減額となっております。 

 ３６ページまで飛びますが、ご覧ください。 

 ３款１項５目１９節扶助費、この中で障害者自立支援福祉サービス給付金３００万円ほど増額して

おりますが、令和６年度、年度の途中で施設の入所者が２名ほど増加したものですから、こちらの給

付金が増額しております。 

 ３８ページをご覧ください。 

 ３款２項２目１８節負担金補助及び交付金、子どものための教育・保育給付費負担金１，１８０万

円計上させていただいております。こちらは保育園に給付されるものなんですが、こちらも人事院勧

告等の勧告等も影響しまして、処遇の改善や基準となる公定価格の修正等によりまして、給付される

金額が増額されるものでございます。村の負担としては４分の１、４分の３が国、県の負担金という

ことになります。 

 ４８ページまで飛んでいただきます。 

 ６款２項２目林業振興費の７節報償費なんですが、１１６万円ほど増額させていただいております

が、こちらは今年度捕獲頭数がかなり増えたりしたことと、獣害対策を振興する上で奨励金の見直し

を行ったことが影響しまして増額となっております。 

 ５０ページをご覧ください。 

 ７款１項商工費２目観光費になります。１４節工事請負費で体育館改修工事に伴う給水管更新工事

１４２万円の増額であります。こちらは体育館の、既に予算計上させてもらっているところなんです

が、トイレ改修を行うに当たりまして、事前に調査したところ、トイレに引き込む給水管がかなり年

数がたっておりまして、老朽化して腐食してしまっているということで、そちらも改修しないとこの

先すぐ故障につながってしまうということで、給水管の更新工事も含めて計上させていただくもので

ございます。 

 次に、５１ページをご覧ください。 

 ８款２項１目道路維持費の１２節委託料でございますが、村道除雪作業委託料５００万円計上させ

ていただいております。こちらは本年度、今季といいますか冬に関しては降雪量がかなり多く除雪の

機会も増えたということで、増額計上させていただきました。 

 それから、５３ページをご覧いただきまして、８款４項１目公共下水道事業費なんですが、こちら

では下水道への繰出金として６５３万８，０００円を計上させていただいております。 

 ５６ページをお願いします。 

 １０款１項２目事務局費で、需用費の中で川場学園開校記念品ということで３６万円計上させてい

ただいておりますが、これは開校記念に合わせて配付する記念品を年度末から準備するために計上さ
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せていただいているものでございます。 

 それから、１４節の工事請負費なんですが、川場村立小中一貫校建設工事で、主に太陽光パネルの

入札減によりまして８５０万円ほど減額になっております。また、維持補修費では、主にホワイトボ

ードの増額等で小学校校舎大規模改修工事のほうで５００万円ほど増額させていただいております。

その下、電話機の工事等については、別件で発注する工事の補正ということになります。 

 ６７ページをご覧ください。 

 最後、公債費なんですが、最終的に５億１，７４２万７，０００円を公債費として返済するという

内容になっております。この中には１億３，０００万円ほど令和６年度中に繰上げする分も含んでお

りまして、繰上げに係る経費もこの返済額に含めて、総額で５億１，７４２万７，０００円の返済と

いうことで調整しております。 

 詳細説明につきましては以上でございます。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明及び細部説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言

って質疑をしてください。質疑ありませんか。２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ４８ページをお願いいたします。６款農林水産業費２項林業費２目林業振

興費の、先ほど総務課長から説明があったんですが、川場村鳥獣捕獲奨励金１１６万円ということで、

かなり増加しておりますが、内訳等ちょっと細部についてお話ししていただければと思います。 

○議長（小菅秋雄君） むらづくり振興課長。 

              〔むらづくり振興課長 小菅喜仁君発言〕 

○むらづくり振興課長（小菅喜仁君） 理由としましては２点ほどございまして、令和６年１２月に

要綱改正を行いました。鹿の捕獲、１頭捕れたときに１万円の補助を１万５，０００円に増やしまし

た。まず１点、これがあったと思います。 

 それから２点目として、猟期の期間が１１月１５日から２月の末までとあるんですが、この間の猟

期に鹿の捕獲が思いのほか多かったと。正月、２月の大雪で山に雪が多くて、麓に鹿が随分下りてき

て、捕獲の頭数が予想よりも随分多く捕れた、猟友会のほうで頑張っていただいたというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 詳細の頭数を申し上げますと、この１１月１５日から２月２８日まで捕っ

た頭数でありますが、２５８頭を捕獲していただきました。その内訳でありますけれども、ハクビシ

ンが１頭、鹿が２２７頭、イノシシが３０頭ということでございまして、合計２５８頭になっており
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ます。 

 昨年は雪が非常に少なくて、この期間での捕獲頭数は７０頭未満であったわけでありますが、今年

は年末、そしてまた正月過ぎも積雪等があって、また猟友会の皆さんが非常にこの被害対策を重んじ

て頑張ってやっていただいた成果ということでありまして、先ほど述べましたように２５８頭という

数字になったということがこの金額の増額に反映されているところであります。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。 

 もう１点、１０ページの歳入になりますが、村税の村たばこ税、村たばこ税の、先ほど総務課長か

らセブンイレブンという話がございましたが、もう少し詳細に説明をお願いできればと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 住民課長。 

              〔住民課長 安藤秀昭君発言〕 

○住民課長（安藤秀昭君） それでは、ご説明させていただきます。 

 実際のところ、８月から多いときで１００万円以上、少ないときでも３５万円以上という月がござ

いまして、１月末までで現在６３７万円の税収がございました。そのようなことから、今回６８３万

４，０００円の増加をさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。６番丸山議員。 

              〔６番 丸山敏雄君発言〕 

○６番（丸山敏雄君） ６３ページの文化会館費、１０款２目の、小さいことで申し訳ないんですけ

れども、文化会館の建物等修繕費、文化会館等修繕費、文化会館が壊れた内容なんですが、どの辺を

直すんですか。 

○議長（小菅秋雄君） 教育事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 布施伸一郎君発言〕 

○教育委員会事務局長（布施伸一郎君） 文化会館の修繕費なんですけれども、こちらは新年祝賀式、

それから二十歳を祝う会のときにボイラーを使って暖房をしたいと思ったところ、機械がうまく動か

ずに、業者を呼んで緊急的な修繕をさせていただきました。その費用でございます。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） よろしいですか。 
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 ほかに質疑ありませんか。３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） 宮内です。 

 １６ページの歳入、１７款寄附金１項寄附金１目一般寄附金なんですけれども、ここは今まで世田

谷区からのてんぐ山公園の関係で一般寄附で入っていたんですけれども、１７３万２，０００円増額

になっておりますけれども、差し支えない範囲内でこの内容をお聞かせいただければと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 戸部正紀君発言〕 

○総務課長（戸部正紀君） すみません、今、手元にここの資料を用意してございませんで、承知し

ていないものですから、ちょっとお時間をいただければすぐに確認してまいりますが、よろしいでし

ょうか。 

○議長（小菅秋雄君） ここで暫時休憩いたします。１１時３０分まで。 

   午前１１時２２分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   午前１１時３０分再開 

○議長（小菅秋雄君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

 総務課長。 

              〔総務課長 戸部正紀君発言〕 

○総務課長（戸部正紀君） お時間いただきましてありがとうございました。先ほどの宮内議員のご

質問にお答えさせていただきます。 

 この一般寄附金につきましては、結果実績に合わせて補正で増額させていただいているということ

でございまして、お話のありました世田谷区からの固定資産税分の寄附も当初に見込まれております。 

 寄附の件数としまして５件でございまして、一般寄附の合計が２，０３２万７，０００円となって

おりますが、最後１件、この補正を組む後のタイミングでの寄附もございまして、最終的には２，１

６２万７，５００円の一般寄附という金額になります。 

 以上でございます。 

○議長（小菅秋雄君） ３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） ありがとうございました。 

 もう１点質問させていただきたいんですけれども、５０ページ、７款商工費１項商工費の工事請負

費でございます。これは質問というよりも要望に近いんですけれども、体育館のトイレの改修は予算

を取って、前期の議会で説明があって、なかなか使用中で直す工事ができなかったということですけ

れども、３月に来て、またこの工事を追加で出すということは、職員としてもう少しその辺のところ
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はきちんと精査して、古い施設でありますので、これは容易に考えられるような話なので、できれば

その工事を予算化したときに合わせてさせていただくというのが本筋だと思うので、今後こういうこ

とのないようにご留意いただきたいと思います。 

 以上です。すみません。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。５番角田議員。 

              〔５番 角田文雄君発言〕 

○５番（角田文雄君） ５６ページの１４節工事請負費、ここで小学校校舎大規模改修工事５００万

円、これの詳細を教えてほしいんですけれども。 

○議長（小菅秋雄君） 教育事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 布施伸一郎君発言〕 

○教育委員会事務局長（布施伸一郎君） 大規模改修工事の５００万円、主なものですけれども、黒

板について普通教室についてホワイトボードにするというのが、工事の主な変更点でございます。そ

のほか床など、少々当初設計から変わっておるところについて、出来高で計上しているということで

ございます。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ５番角田議員。 

              〔５番 角田文雄君発言〕 

○５番（角田文雄君） 黒板からホワイトボードに変えるということなんですが、その数はどのくら

いなんですか。ホワイトボードの数は。 

 数、分かるでしょう。時間がたつから、後でいいです。 

○議長（小菅秋雄君） それでは、ここで暫時休憩いたします。再開は１３時再開でお願いいたしま

す。 

   午前１１時３６分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   午後 １時００分再開 

○議長（小菅秋雄君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 教育事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 布施伸一郎君発言〕 

○教育委員会事務局長（布施伸一郎君） それでは、小学校校舎大規模改修工事の５００万円につい

て説明をさせていただきます。 

 こちらについては小学校の既存校舎改修工事ということで、１２月で請負契約の変更ということで

議案を出させていただきまして、金額についてはそのときご承認いただいた金額で変更はございませ

ん。変更内容についても、内装工事のホワイトボードと床材ということで、内容についても変更ござ
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いません。ホワイトボードについては、７か所でございます。 

 今回のこの５００万円は、建設工事と維持補修工事、細節内で金額の整理をさせていただいたもの

でありまして、新たに５００万円の工事を発注するというものではございません。 

 よろしくお願いします。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２０号 令和６年度川場村一般会計補正予算（第５号）についての件を採決いたし

ます。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２５ 議案第２１号 令和６年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ 

              いて 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２５、議案第２１号 令和６年度川場村国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２１号 令和６年度川場村国民健康

保険事業特別会計補正予算（第２号）について、提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４億

６，７０２万４，０００円とするものであります。 

 歳入の主なものは、前年度に比べ被保険者の減少及び所得の減少に伴う保険税が３４１万８，００

０円の減額となり、繰入金については、保険基盤安定繰入金、出産育児一時金繰入金等の額が確定し

たため８８万６，０００円の減額、保険税減額分に対応するため基金繰入金４４５万８，０００円を

増額するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、本年度の実績を踏まえ、総務費の一般管理費の１５万４，０００円

を増額するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２１日に開催されました川場村国民健康保険運営協議会に諮
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問し、了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、

提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言

って質疑をしてください。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２１号 令和６年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

の件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２６ 議案第２２号 令和６年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２６、議案第２２号 令和６年度川場村介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２２号 令和６年度川場村介護保険

事業特別会計補正予算（第２号）について、提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，０４０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を４億８，

５８８万４，０００円とするものであります。 

 歳入の主なものは、保険料３０万円を増額し、国庫支出金５７２万４，０００円、支払基金交付金

１，４２８万２，０００円、県支出金８４７万１，０００円、繰入金２０７万９，０００円、諸収入

１４万４，０００円をそれぞれ減額するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、本年度の実績を踏まえ、総務費４０万２，０００円を増額し、保険

給付費３，０６０万円、地域支援事業費２０万２，０００円をそれぞれ減額するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２１日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し、

了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説

明といたします。 
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○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言

って質疑をしてください。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２２号 令和６年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についての件

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２７ 議案第２３号 令和６年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい 

              て 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２７、議案第２３号 令和６年度川場村後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２３号 令和６年度川場村後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）について、提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億４８２万５，

０００円とするものであります。 

 歳入でありますが、保険料の確定に伴い１３７万９，０００円、諸収入５万１，０００円をそれぞ

れ増額し、繰入金８３万円を減額するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、総務費３５万円、後期高齢者医療広域連合納付金の額の確定に伴い

１５９万５，０００円をそれぞれ増額し、予備費１３５万２，０００円を減額するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言

って質疑をしてください。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 
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○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２３号 令和６年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についての

件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２８ 議案第２４号 令和６年度川場村簡易水道事業会計補正予算（第２号）について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２８、議案第２４号 令和６年度川場村簡易水道事業会計補正予算

（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２４号 令和６年度川場村簡易水道

事業会計補正予算（第２号）について、提案説明を申し上げます。 

 収益的収入よりご説明いたします。 

 第１款水道事業収益６，８５３万７，０００円に５４４万８，０００円を追加し、補正後の額を７，

３９８万５，０００円といたします。 

 収益的支出に移ります。 

 第１款水道事業費用８，３３４万円に１０５万５，０００円を追加し、補正後の額を８，４３９万

５，０００円とするものであります。 

 資本的収入に移ります。 

 第１款資本的収入２，８０９万３，０００円から９６２万８，０００円を減額し、補正後の額を１，

８４６万５，０００円といたします。 

 資本的支出に移ります。 

 第１款資本的支出では１，８０６万８，０００円から２５８万円を減額し、補正後の額を１，５４

８万８，０００円とするものであります。 

 収益的収入の主な内訳として、営業収益の水道料金１６５万円を増額し、水道加入件数が増えたた

め、加入金を増額するものであります。営業外収益の他会計負担金ですが、企業債利息及び漏水対応

修繕費の組替え分を一般会計からの繰入金として２７４万８，０００円を増額し、合わせて５４４万

８，０００円追加補正するものであります。 
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 収益的支出の主な内訳として、職員の異動による給与等の組替えや、本来計上すべき予算科目の組

替えを行ったことが主な内容であり、営業費用修繕費として２６５万円を増額、営業費用委託料とし

て８５万８，０００円増額し、合わせて１０５万５，０００円を追加補正するものであります。 

 資本的収入の主な内訳ですが、建設改良費を実施するための企業債１６０万円を減額し、一般会計

繰出金を他会計負担金として１８１万２，０００円減額し、その他資本的収入、こちらは水道基金６

２１万６，０００円を減額し、合わせて９６２万８，０００円を減額補正するものであります。 

 資本的支出の主な内訳ですが、組替えにより排水設備修繕費２５２万円の減額、委託料９９万円の

減額、工事請負費５３万３，０００円を減額し、企業債償還金の組替えをし、差引き１５２万６，０

００円を増額し、合わせて２５８万円を減額補正するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２１日に開催されました川場村上下水道運営協議会に諮問し、

了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説

明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言

って質疑をしてください。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２４号 令和６年度川場村簡易水道事業会計補正予算（第２号）についての件を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２９ 議案第２５号 令和６年度川場村下水道事業会計補正予算（第２号）について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２９、議案第２５号 令和６年度川場村下水道事業会計補正予算（第

２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２５号 令和６年度川場村下水道事

業会計補正予算（第２号）について、提案説明を申し上げます。 



－45－ 

 収益的収入よりご説明をいたします。 

 第１款下水道事業収益１億６５３万１，０００円に３０万４，０００円を追加し、補正後の額を１

億６８３万５，０００円といたします。 

 収益的支出に移ります。 

 第１款下水道事業費用１億６，４２１万円から４万５，０００円を減額し、補正後の額を１億６，

４１６万５，０００円とするものであります。 

 資本的収入に移ります。 

 第１款資本的収入１億２，８５９万４，０００円から４２０万７，０００円を減額し、補正後の額

を１億２，４３８万７，０００円といたします。 

 資本的支出に移ります。 

 第１款資本的支出１億４，２３９万１，０００円から６４４万円を減額し、補正後の額を１億３，

５９５万１，０００円とするものであります。 

 収益的収入の主な内訳として、下水道使用料を減収により４４５万６，０００円を減額し、借入起

債利息及び基準外繰入金として４８０万２，０００円を追加し、合わせて３０万４，０００円を追加

補正するものであります。 

 収益的支出の主な内訳ですが、光熱水費、電気料を１８７万４，０００円減額し、修繕費として２

９万円を増額、水質検査手数料等として４１万円を増額、汚泥運搬処理委託料を３８万８，０００円

増額し、企業債利息として４５万６，０００円の増額、その他特別損失として確定申告納付消費税を

３１万１，０００円増額し、合わせて４万５，０００円の減額補正をするものであります。 

 資本的収入の主な内訳ですが、建設改良分の企業債６１０万円を減額し、公営企業会計支援業務不

足分として５万７，０００円を増額し、一般会計繰入金であります他会計負担金を１７３万６，００

０円追加し、合わせて４２０万７，０００円を減額補正するものであります。 

 資本的支出の主な内訳ですが、川場浄化センター脱水機設計業務委託事業を中止したため２，０８

５万円を減額し、工事請負費２０２万４，０００円を減額し、建設改良費等企業債償還金１２７万円

を減額し、その他企業債償還金３００万６，０００円を増額し、繰越事業の縮小により一般会計へ返

戻するための他会計借入金償還金１，４４８万５，０００円を増額し、合わせて６４４万円を減額補

正するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２１日に開催されました川場村上下水道運営協議会に諮問し、

了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説

明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言

って質疑をしてください。質疑はありませんか。３番宮内議員。 
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              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） この補正予算会計についての質問ではないんですけれども、先ほどの上水道

も下水道も、村からの繰出金がこれだけ増えていて、水道、下水道料金ともに上げずに村がご努力し

ているのは分かるんですけれども、このままこれだけ村から持ち出しを続けていくというのは、やっ

ぱり村の財政が厳しくなるので、当然、独立採算制でやっている会計ですから、これは水道料金の改

定、下水も含めてですけれども、村長のお考えがもしあったらお伺いさせていただきたいと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 宮内議員ご指摘のとおり、両会計とも厳しい状況が続いておりまして、こ

の状況の中で現料金をそのまま移行するということではやっていけないということでありますので、

これにつきましては、今、両会計とも精査等をいたしまして、近隣市町村も水道料金、下水道の値上

げを表明しているところもございまして、そういったところも鑑みて、今後、川場村におきましても

料金を上げるというような前提で新年度検討するということで考えております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２５号 令和６年度川場村下水道事業会計補正予算（第２号）についての件を採決

いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３０ 議案第２６号 令和７年度川場村一般会計予算について 

◎日程第３１ 議案第２７号 令和７年度川場村国民健康保険事業特別会計予算について 

◎日程第３２ 議案第２８号 令和７年度川場村介護保険事業特別会計予算について 

◎日程第３３ 議案第２９号 令和７年度川場村後期高齢者医療特別会計予算について 
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◎日程第３４ 議案第３０号 令和７年度川場村簡易水道事業会計予算について 

◎日程第３５ 議案第３１号 令和７年度川場村下水道事業会計予算について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第３０、議案第２６号 令和７年度川場村一般会計予算についての件か

ら、日程第３５、議案第３１号 令和７年度川場村下水道事業会計予算についての件までの６件を一

括議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２６号 令和７年度川場村一般会計

予算について、提案説明を申し上げます。 

 令和７年度の一般会計当初予算の総額は２９億１，５７６万２，０００円で、前年度に比べマイナ

ス２２．７％、８億５，６１０万５，０００円の減であります。 

 歳入の内訳を財源別で見ますと、村税等の自主財源が１１億６，４１０万５，０００円で歳入全体

の３９．９％となります。地方交付税や国庫支出金等の依存財源が１７億５，１６５万７，０００円

で６０．１％を占めております。依然として厳しい財政状況に変わりはありませんが、村税やふるさ

と寄附金を中心とする自主財源の確保に努めてまいりたいと思います。 

 次に、歳出の内訳を性質別に見ますと、地方自治体の一般歳出のうち、支出することが制度的に義

務づけられている経費である義務的経費が１２億３，０５２万２，０００円で歳出全体の４２．２％、

普通建設事業費などの投資的経費が７，７６０万円で２．７％、その他の経費が１６億７６４万円で

５５．１％を占めております。 

 具体的な項目に入りますが、歳入では、村税が３億９，２３９万１，０００円の計上であります。

地方交付税は１２億円の計上で、前年度比３００万円増額であります。使用料及び手数料は５，８９

５万７，０００円で４．４％の増額であります。国庫支出金は２億３，５９４万２，０００円の計上

で５４．３％の減額で、川場学園校舎整備事業が終了したことによる減額になります。寄附金は１億

６，７０９万１，０００円で２０．１％の減額であります。ふるさと納税、企業版ふるさと納税とも

増額を見込んでおりますが、令和６年度にあった清水建設からの多額の寄附金がなくなったため、令

和７年度は減額計上となります。繰入金は４億７，２０４万２，０００円の計上で、財政調整基金、

ほたかの里基金等の繰入れを計上いたしました。村債は１，９７０万円で９４．９％の減であります。

主な理由は、川場学園校舎整備事業が終了したことによるものであります。 

 歳出でありますが、主なものを説明いたします。 

 総務費では、デジタル基盤改革支援事業、ガバメントクラウド運用業務委託料、デジタル田園都市

国家構想交付金事業、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業、庁舎等空調保守点検業務委託

料、旧中学校用地購入費などを計上いたしました。 

 民生費では、社会福祉事業委託料、子どものための教育・保育給付費負担金などを計上いたしまし



－48－ 

た。また、国民健康保険事業、後期高齢者医療及び介護保険事業特別会計への繰出金１億６，５９２

万４，０００円を計上いたしました。 

 衛生費では、各種検診委託料、清掃施設組合負担金などを計上いたしました。 

 農林水産業費では、農道や水路整備のための小規模土地改良事業、多面的機能支払交付金事業、竹

林整備事業などを計上いたしました。 

 商工費では、川場まつり開催経費、物価高騰対応重点支援事業商品券交付事業委託料、施設管理委

託料等を計上しました。 

 土木費では、村道舗装補修等工事請負費、橋梁定期点検委託料などを計上しました。また、下水道

事業会計への繰出金１億２，４４８万９，０００円を計上しました。 

 消防費では、広域消防負担金１億５５４万７，０００円を計上いたしました。 

 教育費では、中学生海外派遣交流経費、スポーツ施設管理委託料等を計上しました。 

 次に、議案第２７号 令和７年度川場村国民健康保険事業特別会計予算について、提案説明を申し

上げます。 

 日本の医療保険制度の中核として、国民健康保険制度は地域住民の医療の確保と健康増進に大きな

役割を果たしているところでございます。平成３０年度から国民健康保険の財政運営を群馬県が担っ

ており、県内での保険料統一を令和１５年度を見据え、算定方法を４方式から３方式へ変更を行い５

年目の年となります。現在、県内のどこに住んでいても、同じ所得で同じ世帯構成であれば同じ保険

税率にすることを目標に協議を進めております。 

 さて、令和７年度の予算でありますが、令和６年度の保険給付費等の支払い状況及び予定できる財

源を基に、歳入歳出予算の総額を４億３，３３０万２，０００円といたしました。これは前年度当初

予算と比較して２．１％の減となり、金額にして９１０万６，０００円の減額となります。 

 主な歳入では、国民健康保険税７，２２５万９，０００円で８５８万８，０００円の減額で、要因

といたしましては、令和６年度実績から推計し、被保険者の減少が見込まれるため減額となっており

ます。都道府県支出金３億６３５万３，０００円で、前年度に比べ０．３％、金額で７９万３，００

０円の減で、要因といたしましては、被保険者の減少による保険給付費の微減が見込まれるため減額

となっております。繰入金５，４６２万４，０００円で、前年度に比べ０．５％、金額で２７万５，

０００円の増額で、要因といたしましては、保険基盤安定基金と保険税の補塡分を基金から支出する

ための増額です。 

 次に、歳出でありますが、歳出予算の６８．８％を占める保険給付費が２億９，８１０万５，００

０円、前年度比１．６％、金額で５００万円の減額となります。 

 次に、国民健康保険事業納付金については、所得水準の影響を考慮し１億１，００２万円を計上い

たしました。 

 以上が令和７年度予算の概要でありますが、生活習慣病を予防するための食生活の改善や、病気を



－49－ 

事前に予防するための保健事業に力を入れ、医療費の削減に努めていきたいと思いますので、議員各

位のご理解をお願いするところであります。 

 次に、議案第２８号 令和７年度川場村介護保険事業特別会計予算について、提案説明を申し上げ

ます。 

 介護保険事業は、介護を必要とする方を社会全体で支え、利用者の選択による総合的なサービスを

安心して受けられる制度として、平成１２年に発足をいたしました。また、令和５年度に第９期介護

保険事業計画の策定を行い２年目となりました。 

 さて、令和７年度の予算でありますが、第９期介護保険事業計画を基に、保険給付費等の状況を踏

まえ、歳入歳出予算の総額を４億５，１２８万４，０００円といたしました。これは前年度当初予算

と比較して約６．６％、金額で３，１６５万６，０００円の減額となります。 

 主な歳入では、介護保険料が１億４２９万６，０００円で、前年度に比べ２．４％、金額にして２

４２万円の増額となっております。国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金の減額は、保険

給付費の減額によるものであります。 

 歳出でありますが、歳出全体の９１．１％を占めております保険給付費でありますが、介護保険事

業計画及びサービス利用実績から４億１，０９５万８，０００円、前年度に比べ３，２８７万５，０

００円の減額となっております。総務費については、システムの標準化等により９６万９，０００円

の減額、地域支援事業費については、前年度の予防サービス利用実績から２０８万８，０００円の増

額となっております。保険給付費を村の要介護及び要支援認定者２００名で利用額に換算してみます

と、１人当たり年額でおよそ２０５万４，７９０円となるものであります。このように保険給付費は、

今後の高齢化の進行により年々増加傾向にありますが、介護が必要となってもできる限り自立した生

活ができるよう、介護保険を利用される高齢者の皆さんに信頼される介護保険事業であるよう、今後

とも努力をしてまいりたいと思いますので、議員各位のご指導、ご協力をお願い申し上げます。 

 次に、議案第２９号 令和７年度川場村後期高齢者医療特別会計予算について、提案説明を申し上

げます。 

 平成２０年度から発足し、高齢者医療を支えている後期高齢者医療特別会計予算でありますが、歳

入歳出予算の総額を前年度比１．８％増となる１億３９０万１，０００円といたしました。 

 主な歳入でありますが、７５歳以上の被保険者の方から納めていただきます保険料が３，５５７万

８，０００円であり、前年度に比べ４５万５，０００円の増額となっております。この保険料の負担

割合は、県内の市町村は全て同率となっておりますが、村内の被保険者が納めることになる１人当た

りの保険料に換算してみますと、年間でおよそ５万８，５００円になります。 

 次に、歳出でありますが、事務費分となる総務費の４２８万６，０００円を除きますと、残りの予

算額のほとんどを占める後期高齢者医療広域連合への納付金が９，９１１万４，０００円となるもの

であります。 
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 以上が令和７年度予算の概要ですが、今後ともこの制度が現役世代と高齢者が共に支え合う医療制

度として村民の福祉と健康の増進につながりますようご指導とご協力をお願い申し上げまして、提案

説明といたします。 

 次に、議案第３０号 令和７年度川場村簡易水道事業会計予算について、提案説明を申し上げます。 

 収益的収入でありますが、第１款水道事業収益が６，６２３万２，０００円であります。内訳は、

第１項営業収益３，６４２万７，０００円、こちらは水道料金が３，５９１万５，０００円、水道加

入金が５０万円、その他手数料１万２，０００円であります。第２項営業外収益が２，９８０万５，

０００円、内訳として、他会計負担金として一般会計繰入金が３０万８，０００円、その他長期前受

金戻入として２，９３６万７，０００円、その他雑収益として１０万円となります。 

 収益的支出に移ります。 

 第１款水道事業費用ですが７，４４０万８，０００円となっております。第１項営業費用の主な内

容ですが、職員１名分の給与のほか、金山平浄水場等の電気代１９０万円、消毒用薬品代１００万円、

漏水等の修繕費１４０万６，０００円、水質検査を含む手数料１６５万９，０００円、施設運転管理

委託料として１，４６５万３，０００円、料金徴収システム使用料として５６３万８，０００円、水

道施設借地料２１９万４，０００円を計上いたしました。第２項営業外費用として、企業債利息５６

万４，０００円、消費税３５万６，０００円を計上しました。なお、不測の事態に備えて、予備費に

１００万円を計上しております。 

 続いて、資本的収入及び支出に移ります。 

 第１款資本的収入は８４４万５，０００円で、第１項他会計負担金が２１９万９，０００円、これ

は一般会計繰入金で元金償還分と工事充当分です。第２項その他資本的収入が６２４万６，０００円

で、これは水道基金を取り崩すものであります。 

 続いて、資本的支出ですが８４４万５，０００円で、第１項建設改良費では、金山平浄水場のエフ

ネット回線更新工事、金山平浄水場真空ポンプ交換工事、太郎配水池水位調整弁更新工事、合わせて

５２３万円を計上しております。第２項企業債償還金は元金償還金で２８１万６，０００円、第３項

投資として基金積立金３万円を計上いたしました。 

 次に、議案第３１号 令和７年度川場村下水道事業会計予算について、提案説明を申し上げます。 

 収益的収入でありますが、第１款下水道事業収益が１億５，９１９万９，０００円であります。内

訳は、第１項営業収益３，７５４万４，０００円、こちらは下水道使用料が３，７５３万２，０００

円、その他手数料１万２，０００円です。第２項営業外収益が１億２，１６５万５，０００円、主に

他会計負担金が７，３９３万４，０００円、長期前受金戻入が４，７５６万１，０００円、その他雑

収益として１６万円となります。 

 収益的支出でありますが、第１款下水道事業費用が１億５，９２０万円となっております。第１項

営業費用の主な内容ですが、職員１名分の給与のほか、消毒用薬品代２１３万７，０００円、川場浄
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化センター並びにポンプ場等の電気代やガス代として１，１５４万４，０００円、修繕費５０万円、

水質検査を含む手数料１８８万７，０００円、施設運転管理委託料として２，５０８万７，０００円

を計上いたしました。第２項営業外費用が１，３０４万８，０００円、主な内容は、企業債取扱諸費

として、償還金利子が１，２０６万４，０００円、消費税８８万４，０００円を計上しました。なお、

不測の事態に備えて、予備費に１００万円を計上しております。 

 資本的収入及び支出に移ります。 

 第１款資本的収入は５，１０５万５，０００円で、主な内容は、第１項他会計負担金が５，０５５

万５，０００円、これは一般会計繰入金で元金償還分と工事充当分です。 

 第１款資本的支出は１億２７９万７，０００円で、主な内容は、第１項建設改良費で、谷地地区マ

ンホールポンプチャッキ弁及びボール弁交換工事、道路陥没修繕工事、マンホールかさ上げ等の修繕

費、合わせて３６９万円を計上しております。第２項企業債償還金は元金償還金９，９１０万７，０

００円を計上いたしました。 

 なお、後期高齢者医療特別会計以外の特別会計等予算案につきましては、去る２月２１日に開催さ

れました各運営協議会に諮問し、了承を得ておりますことを申し添え、細部につきましては担当課長

から説明申し上げます。 

 よろしく審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げまして、提案説明といた

します。 

○議長（小菅秋雄君） ここで担当課長の細部説明を求めます。総務課長。 

              〔総務課長 戸部正紀君発言〕 

○総務課長（戸部正紀君） それでは、令和７年度川場村一般会計予算書の１ページをご覧ください。 

 令和７年度川場村一般会計予算の細部説明をいたします。 

 歳入歳出予算、第１条としまして、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２９億１，５７６万

２，０００円と定めます。 

 地方債につきまして、第２条、地方自治法の規定により起こすことのできる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表地方債によります。 

 ７ページをご覧ください。 

 第２表の地方債になります。 

 １つ目の起債の目的でございますが、緊急防災・減災事業債、こちらは県の防災行政通信ネットワ

ークシステムの衛星回線整備工事負担金であります。県の防災情報通信ネットワークシステムの機器

整備、これが全部の自治体に導入されているんですが、この機器を更新するということで、村で２分

の１を負担いたします。この村負担分につきまして起債を充てまして、その７０％が交付税措置され

るというものになります。 

 ２つ目の起債ですが、緊急自然災害防止対策事業債４００万円になります。こちらは天神地区の県
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単の治山事業に充当されるものです。こちらも県が行う事業の１０分の１を村が負担するものでござ

いまして、そのうちの７０％は交付税措置されるものであります。 

 ９ページをご覧ください。 

 歳入歳出予算事項別明細書になります。 

 最初に、歳入になります。 

 主な増減理由、前年度比は先日の全員協議会にて説明させていただきましたので、この明細書の説

明では割愛させていただきたいと思いますが、次の１０ページをご覧いただきまして、合計になりま

す。歳入の合計ですが、本年度予算額が２９億１，５７６万２，０００円、前年度予算額が３７億７，

１８６万７，０００円で、８億５，６１０万５，０００円の減額となります。 

 １１ページをご覧ください。 

 こちらは歳出になります。 

 本年度予算額の合計が２９億１，５７６万２，０００円になりまして、前年度予算額３７億７，１

８６万７，０００円に対しまして、比較で８億５，６１０万５，０００円の減額となります。本年度

予算額の財源内訳になりますが、国県支出金が４億５８５万７，０００円、地方債が１，９７０万円、

その他といたしまして、ふるさと納税、繰入金、使用料、負担金等になりますが合計で５億２２２万

１，０００円となりまして、一般財源が１９億８，７９８万４，０００円となります。 

 １３ページをご覧ください。 

 歳入の詳細説明になります。 

 １款１項１目の村民税になりますが、前年度比９，２６５万２，０００円の増額となっております。

こちら令和６年度で定額減税で減少分を見込みまして、それが令和６年度で終わるため、令和７年度

ではそれを逆に増額になるのを見越して１億１，４７０万２，０００円という金額を計上させていた

だいております。 

 １４ページをご覧ください。 

 １款４項１目村たばこ税なんですが、令和６年度補正予算でもご説明したとおり、令和６年度の途

中から立岩地区内にコンビニができまして、それに伴ってたばこ税が増収になっております。前年度

比較で７２３万３，０００円の増額を見込んでおります。 

 続きまして、１７ページをお願いします。 

 １０款１項１目地方交付税になります。ここでは１２億円を見込んでいるんですが、令和７年度は

国交付税の配分の全額を交付税として支給されるという通達が出ておりまして、令和７年度当初では、

通常は交付税で支給されない分を臨時財政対策債として起債を起こしているんですが、令和７年度当

初では臨時財政対策債の起債はないということで予算組みをしております。 

 １８ページをお願いします。 

 １３款１項２目観光使用料なんですが、こちらはホテル田園プラザを含めその周辺の施設が令和７
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年度から指定管理から委託契約になるということで、使用料をいただくことになることから、使用料

を計上させていただいております。 

 次の１９ページの、１３款１項５目教育使用料の教育スポーツ施設使用料につきましても、条例改

正を行いまして委託関係を変更しておりますので、使用料の増額を見込んで計上させていただいてお

ります。 

 ２１ページをお願いします。 

 １４款２項１目総務費国庫補助金でございます。デジタル基盤改革支援補助金、こちら標準化に伴

うものでして、令和７年度もさらに事務事業が発生するということで、国庫補助金の交付を受ける予

定になっております。 

 その下のデジタル田園都市国家構想交付金、これは恋人の聖地の関係で事業を実施する予定になっ

ておりまして、こちらに関しては事業費の５０％を補助事業、それから村負担分につきましても特交

措置されるという予定になっております。 

 さらに、その下の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金３，３４８万５，０００円なんですが、

こちらも令和５年度からこの国の事業をやっておりまして、村でも令和５年度、令和６年度とやって

きたんですが、さらに令和６年度の国の補正予算が発生しまして、それを川場村では全額令和７年度

の事業に充てるということで、内容的には低所得世帯の給付金、未就学児童の給付金、それから商品

券、毎年商工会とやっていますが、今年度についてはこの財源を利用しまして商品券の各家への１万

円の無料交付を行う、それから学校給食費の第１子分の無償化事業に７７４万円ほど充てるというこ

とで予算組みをしております。 

 それから、その下の社会保障・税番号制度システム整備費補助金、これも令和６年度にもあったん

ですが、個人情報を自治体間で共有して住民の窓口での手間を減らすと、スムーズ化させるというこ

とで、中間サーバーを利用する事業を行う上での補助金ということで計上させていただいております。 

 ２２ページをご覧ください。 

 １４款２項６目教育費国庫補助金、こちらは比較で１億２，４６６万５，０００円大きく減額にな

っておりますが、こちらは小中一貫の学校施設の整備事業が終了したため、国の負担金も減額となっ

ております。 

 ２８ページをお願いします。 

 １７款１項２目総務費寄附金、これはふるさと納税の寄附金を１億２，０００万円、それから企業

版ふるさと納税の寄附金を２，８００万円と見込んで予算計上させていただいておりますが、令和６

年度につきましては清水建設からの多額の寄附があったため、それが単年で終わりますので、令和７

年度についてはその分減額ということで、昨年度対比では減額計上させていただいております。 

 その下の基金の繰入れなんですが、令和７年度の基金を活用しての一般財源の繰入れについて、以

下この１項の内容で予定をしております。 
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 ３３ページをお願いします。 

 歳出の詳細説明になります。 

 まず、給料、手当、共済費等につきましては各事業ごとに計上させていただいておりますけれども、

この説明の中では省略させていただきたいと思います。 

 次ページの３４ページをお願いします。 

 １款１項１目議会費１７節備品購入費で、タブレット購入費ということで３３２万６，０００円を

計上させていただいております。 

 ３９ページをご覧ください。 

 ２款１項１目一般管理費１２節委託料の中の一番最後、アナログ規制の点検・見直し支援業務委託

料１９２万５，０００円でございますが、これは令和６年度から取り組んでいるものですが、いろん

な業務やデータのデジタル化を各自治体で進めておりますが、デジタル化を進めるに当たりまして、

村の例規上でデジタル化を阻害するような規定や要素、例えばごく簡単な例でいうと、用紙で提出し

てくださいとか、現地を確認してくださいとか、そういうデジタル化で対応できない部分の例規上の

内容を拾い出して、それがデジタル化をする上で阻害要件になるかどうかというのを、ここで拾い出

しの作業になります。それが最終的に業務上必要なものかどうかというのは個別の判断になると思う

んですが、そういった要素を拾い出す作業を令和６年度、令和７年度でやっておりまして、そういっ

た業務を委託する内容になっております。 

 ４４ページをお願いします。 

 ２款１項３目財産管理費１２節委託料の一番下のほうなんですが、ガバメントクラウド運用業務委

託料なんですが、これも国のほうで進めておりまして、国が進める標準化に伴うものでございます。

各自治体ごと、あるいは自治体が委託している業者ごとに利用しているクラウド、各個別のクラウド

から、国のほうで指定した、３業者ほど今あるようなんですが、その業者が用意するクラウドを利用

するようにということで国の方針が出ておりまして、川場村も先行して取り組んでおりまして、令和

６年度からほかの周辺の自治体でも取り組み始めているようなんですが、それが国が指定した業者の

プラットフォームというんですかね、そういったところにデータを置きながら、さらにそこへのデー

タのつなぎの業務もございまして、そちらも、これはＧＣＣにお願いするんですが、そういった委託

料等が発生しているというものでございます。 

 ４６ページをお願いします。 

 ２款１項３目の同じ財産管理費なんですが、使用料及び賃借料ということで、こちらのその他借上

料のすぐ上にОＣＩ利用料というのがございます、１，１８８万円。これが先ほど説明しましたガバ

メントクラウドの中の、国が指定するメーカーの一つでありますオラクル社というところのОＣＩと

いうクラウドを利用する、そのクラウド使用料という形で出るものでございます。先ほどご説明した

ものがそこへの運用、村とクラウドをつなぐ、データをつなぐ、データ変換をしたり管理をする業務
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ということで、ＧＣＣにお願いするものでございます。こういった自治体のデータ、中間のＧＣＣの

ような業者、それから国が指定する業者のクラウドを含め、ガバメントクラウドという名称の事業に

なっております。 

 同じページの、１４節工事請負費、むらの学習館地下除湿器設置工事請負費３１９万８，０００円、

これにつきましては、むらの学習館の地下がございまして、そちらは地下書庫として活用しておりま

す。ただ、実際できて使ってみますと、かなりの湿気が発生しておりまして、そのまま放置している

と、文書庫として使っておりますので、文書がカビが生えたり破損したりすると。ちょっと想定以上

に湿気が強いということで、それに対応するために除湿器を設置するための工事費になります。 

 それから、その下の１６節公有財産購入費なんですが、公共施設用地購入２，７５０万３，０００

円ということで、こちらは中学校の用地、まだ村有になっていない借地になっている部分の購入を令

和７年度は進めていきたいということで、用地購入費を計上させていただいております。 

 次の４７ページをご覧いただきまして、同じ款項目の１８節負担金補助及び交付金になります。そ

の一番下なんですが、中間サーバー・プラットフォーム運用負担金４８８万７，０００円なんですが、

こちらも何度か歳入でもご説明したとおり、各自治体間の個人情報のやり取りをスムーズに情報照会

できるように共同でサーバーを使いましょうということで、そういったものの運用の負担金というこ

とで計上させていただいております。 

 ５３ページをお願いします。 

 ２款１項７目村活性化推進費１２節委託料、その一番下でデジタル田園都市国家構想交付金事業委

託料１，７６５万６，０００円ですが、こちらは恋人の聖地関連の事業でございまして、一つは観光

交流促進強化連携事業で、今のところ企画内容としては案なんですが、「旅サラダ」というテレビ番

組用に動画を撮影しまして、それを番組内で流してもらうという事業になっております。 

 それから、若者・子育て世代交流促進のための事業ということで６７５万６，０００円ほど計上さ

せていただきまして、今中身を、これまでやった移住イベントのようなものの発展版として、子育て

に重点を置いたような内容で企画を進めているようでございます。そういった内容になっております。

こちらは２分の１交付金対応で、残りの村単分については特交対応となっております。 

 次ページの５４ページをお願いします。 

 ２款１項８目同報無線維持管理費の１８節負担金補助及び交付金で、群馬県防災情報通信ネットワ

ークシステム衛星回線整備工事に係る負担金ということで、歳入のところでもちょっと触れましたが、

これは今現在、県の防災通信ネットワークというのは入っているんですが、これがシステムとしての

サービスが令和７年度で終了したり、その使用する機器がもう１５年経過しているということで、県

のほうで入替えを進めております。これは工事の２分の１負担になっておりまして、村負担分は起債

対応ということで起債予定にさせていただいております。このシステムについては、防災無線とも連

携しているということで、同報無線の維持管理費のほうで計上させていただいております。 
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 ５７ページをお願いします。 

 ２款１項１２目生活支援対策事業費ということで、こちらでは物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金を活用した事業を組んでおります。令和６年度の国の補正予算で、村では令和７年度に事業を

やらせていただくということで、交付金の上限が国庫補助の欄にありますように１，１９９万５，０

００円ということで、その中での活用になりますが、住民税の非課税世帯への給付金を１世帯３万円

で見込んでいる世帯数が２８０世帯、それから１８歳以下のこども加算給付金２万円を３５人見てお

ります。それから不足額給付金、令和５年度の所得に対して算出して、引き切れなかった分というん

ですかね、調整して不足した場合の不足額給付金ということで１８０万円を計上させていただいてお

ります。 

 ６２ページをお願いします。 

 ２款３項１目戸籍住民基本台帳費でございます。１２節委託料の中のその他委託料、システム改修

委託料になりますが、この中では何点かシステム改修の予定をしております。その中で、国の標準

化・共通化に係る事業で戸籍のシステムの改修があったり、住民基本台帳ネットワーク機器更新のＣ

Ｓサーバーの関連リビジョンアップ費用、それから電子データ標準レイアウト改定版の対応、宛名作

成業務だとか、そういった何点かのシステム改修をこの１，５２１万９，０００円の中で計上させて

いただいております。 

 次に、６４ページをお願いします。 

 ２款４項選挙費なんですが、令和７年度につきましては参議院議員選挙が予定されております。こ

の選挙費の中で参議院議員選挙の費用も当初分として計上させていただいております。 

 次に、７０ページまでお願いします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費なんですが、２７節繰出金ということで国民健康保険事業特別会計へ

の繰出金３，４６２万４，０００円をここで計上させていただいております。 

 次に、７２ページをお願いします。 

 ３款１項３目老人福祉費なんですが、ここでは後期高齢者医療特別会計繰出金６，６３５万２，０

００円と、介護保険事業特別会計繰出金６，４９４万８，０００円を計上させていただいております。 

 次に、７９ページをお願いします。 

 ３款２項１目児童措置費の１９節扶助費ですが、この中で先ほど申し上げました物価高騰対応重点

支援事業の未就学児童の給付金を２１０万円ほど上げさせていただいております。 

 次に、９３ページまでお願いします。 

 こちら４款２項１目清掃総務費になります。こちらの１２節委託料、９３ページの一番下の２項目

になるんですが、プラスチック製容器包装収集運搬業務委託料７９万２，０００円と、プラスチック

製容器包装処理委託料１９２万３，０００円、こちらに関しては令和７年度からプラスチックのごみ

の収集・分別を開始するということで、こちらの収集運搬の委託と、集めたものの中間処理や異物の
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除去の処理、再度商品化するための料金等、こちらはみなかみ町の施設を活用させていただくという

ことで、みなかみ町への支払いということになっております。 

 ９４ページをお願いします。 

 ４款２項１目清掃総務費の中の１８節負担金補助及び交付金で、事務組合負担金、沼田市外二箇村

清掃施設組合負担金が、これは前年度と比較すると大分減額になっているんですが、これにつきまし

ては沼田市外二箇村清掃施設組合でみなかみ町のし尿処理の委託を始めたということで、そちらから

負担金をいただいている分、沼田市外二箇村の負担金が減少しているという予算計上になっておりま

す。 

 ９７ページをお願いします。 

 ６款１項３目農業振興費１０節需用費の欄の中段で、かわばマルシェｉｎ横浜ＳＴビル販売促進物

品購入費ということで５０万円計上させていただいております。それから、次ページの委託料、借上

料の中でも関連する費用を計上させていただいております。出展販売の委託料や備品の借上料等を計

上させていただいておりまして、これは令和６年度中に初めて横浜のＳＴビルで川場村の物産の販売

展を開催したということで、これが好評だったために、令和７年度も継続して実施するため費用を予

算計上させていただいております。 

 １０１ページをお願いします。 

 ６款１項８目土地改良総合整備事業費、小規模農村整備事業の１２節の調査設計業務委託料と１４

節の工事請負費なんですが、こちらについては谷地地区の用水路整備、それから立岩地区の用水路整

備、２か所の整備を予定しまして計上させていただいております。 

 １０６ページをお願いします。 

 ６款２項２目林業振興費１８節負担金補助及び交付金なんですが、こちらは昨年に比べて９，２０

２万８，０００円ほど大きく減額しておりますが、こちらは昨年、清水建設から地方創生応援税制事

業補助金に充てるための寄附金をいただきまして、その補助金でウッドビレジへの補助金支出があっ

たんですが、それが単年で終わったために、令和７年度につきましてその分が減額ということで差額

が出ております。 

 １０８ページを続けてご覧いただきたいと思います。 

 ７款１項１目商工総務費１２節委託料で、先ほどの物価高騰対応重点支援事業で説明したとおり、

令和７年度については商品券１万円を各世帯に配付することにこの交付金を使うということで予算計

上させていただいております。 

 １１１ページをお願いします。 

 ７款１項２目観光費１２節委託料、観光レクリエーション施設管理委託料ということで、こちらは

ホテル田園プラザ周辺を指定管理から管理委託料に切り替えるということで２７０万２，０００円を

計上させていただいております。 
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 １１７ページをお願いします。 

 ８款２項１目道路維持費１７節備品購入費でございますが、その中で凍結防止剤散布装置購入費で

１４４万６，０００円を計上させていただいております。こちらは今現在、県のほうにお願いしまし

て、県道以外の村道でも融雪剤の散布をお願いしております。それが県でも負担が大きいので、村の

ほうでも対応をお願いしたいということで、令和７年度からという限定はないんですが、早急に対応

しなければならないと。ただ、村のほうでは県で持っているような大規模なものを一度に購入できな

いので、この計上させてもらっているのは、軽トラの上に載せて散布できるような機械を、まず取り

あえずそういうものから始めようということで、そういった器具の購入を予定させてもらっています。 

 １１８ページをお願いします。 

 ８款２項３目橋りょう費１２節委託料なんですが、橋梁定期点検委託料１，３４９万７，０００円

なんですが、こちらにつきましては村内の全橋梁につきまして５年に１回の点検を行わなければなら

ないということで、前回が令和２年度、３年度、４年度になっておりまして、今回令和７年度からに

なるんですが、令和７年度、８年度、９年度の３か年で、全部で７８橋ほどあるらしいんですが、そ

れのまずは令和７年度は１６橋の点検を行うということで、委託料を計上させていただいております。 

 次の１１９ページの、８款４項１目公共下水道事業費で、ここでは下水道事業会計への繰出金１億

２，４４８万９，０００円を計上させていただいております。 

 １２４ページまでお進みください。 

 １０款１項２目事務局費でございます。ここで比較のところでマイナス６億８，３８３万９，００

０円減額となっておりますが、こちらは小中一貫校の整備事業が終了し、委託料及び工事請負費等が

なくなったために大きく減額となっております。 

 １２８ページをお願いします。 

 このページで、１０款２項義務教育学校費というものが出てきております。令和６年度までは２項

小学校費、３項中学校費とあったんですが、今回小中一貫になりましたので、合わせて義務教育学校

費という項目を立てて、ここで予算計上しております。あわせて、５項の保健体育費の中にありまし

た給食センター費、給食費についても、給食センターについては調理場費として義務教育学校費の費

用として予算編成をさせてもらっているということになります。 

 １３５ページをお願いします。 

 １０款２項３目調理場費になります。その中の１３５ページ、１４節工事請負費なんですが、給水

加圧ポンプ更新工事２０４万８，０００円と、受水槽定水位弁交換修繕７０万８，０００円というこ

とで、こちらは旧給食センターといいますか調理場のもともとあった備品、機械に関して老朽化が進

んで交換が必要ということで、令和７年度でその分の予算計上をさせていただいております。 

 続きまして、１４５ページまでお願いします。 

 １０款５項１目保健体育総務費の、１４５ページの１２節委託料、上から２つ目のスポーツ施設管
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理委託料２，６５７万円なんですが、こちらは条例改正等も行いまして、旧中学校の体育館、校庭等

を含めその周辺の外構に関してもスポーツクラブに指定管理を委託するということで、こちらのほう

で予算計上させていただいております。 

 １４８ページをお願いします。 

 最後になりますが、１２款１項公債費を計上させていただいております。令和７年度４億１，７０

５万円計上させていただいております。この中には、令和７年度の繰上げ分１億円を見込んで、その

元金、それから繰上げに際しての公債諸費ということで、本来繰上げがなければ支払うべき利子やそ

ういった経費を４３万１，０００円見込んでいるんですが、そういったものも含め令和７年度の返済

が４億１，７０５万円ということで、当初の段階では計上させていただきました。 

 一般会計の詳細説明につきましては以上でございます。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由及び細部説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言

って質疑をしてください。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。日程第３０、議案第２６号 令和７年度川場村一般会計予算についての件から、

日程第３５、議案第３１号 令和７年度川場村下水道事業会計予算についての件までの６件について

は、予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありま

せんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２６号から議案第３１号までの６

件については、予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 引き続いて、予算審査特別委員の選任を行います。 

 お諮りします。予算審査特別委員の選任については、委員会条例第７条第２項の規定により、お手

元に配付した名簿のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員は、お手元に配付した

名簿のとおり選任することに決定しました。 

 予算審査特別委員会を、委員会条例第９条第１項の規定により、本日の本会議終了後、議場におい

て開催いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎散  会 

○議長（小菅秋雄君） これで本日の日程は全て終了いたしました。 
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 なお、３月６日から３月１２日まで休会とし、３月１３日は議事の都合上、午後２時から本会議を

開催したいと存じますが、これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。したがって、３月６日から３月１２日まで休会とし、

３月１３日は午後２時から本会議を開催いたしますので、定刻までにご参集ください。 

 本日はこれにて散会いたします。 

   午後２時３１分散会 

 


